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「高速道路建設ガンバロー」と決意を新たにしました。

片坂バイパス・市野瀬橋の橋脚建設現場（地上77.7ｍ）にて

京都看護大学との協定調印式

◆
高
速
道
路
整
備
に
む
け
て
◆

四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会

　
〜
高
速
道
路
の
工
事
現
場
を
見
学
〜

　
12
月
14
日（
月
）に「
四
万
十
市
の
道
路
整

備
を
進
め
る
女
性
の
会
」の
会
員
25
人
が
国

道
56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
・
窪
川
佐
賀
道
路
の

工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、日
常
生
活
や
子
育
て
環
境
な
ど

女
性
の
視
点
か
ら
道
路
整
備
の
重
要
性
を

関
係
機
関
に
届
け
る
た
め
、平
成
26
年
度
に

設
立
さ
れ
た
会
で
、現
在
で
は
、会
員
も
１

１
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事

務
所
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、将
来
、四
国

横
断
自
動
車
道
と
一
体
と
な
っ
て
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
窪
川
佐
賀

道
路
の
佐
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
予
定
地

や
片
坂
バ
イ
パ
ス
の
市
野
瀬
橋
等
の
工
事

現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
、「
高
速
道
路
の
整
備
が
測

量
に
始
ま
り
設
計
・
用
地
交
渉
・
工
事
と
こ

ん
な
に
大
変
な
も
の
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

「
子
供
た
ち
に
も
工
事
の
状
況
を
見
て
も
ら
っ
て
、将
来
、こ
の
高
速
道
路
を
ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
か

考
え
て
も
ら
い
た
い
ね
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
会
で
は
、会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、活
動
に
参
加
頂
け
る
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　「
四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会
」事
務
局

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　
☎（
３
４
）６
１
２
７
　
F
A
X（
３
４
）０
３
８
１

　
１
月
８
日（
金
）、市

役
所
に
て
本
市
と
京

都
看
護
大
学
（
京
都

市
）と
の
間
で
、
包
括

的
な
連
携
・
協
力
関
係

を
築
い
て
い
く
た
め

の
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、大
学
の

関
連
校
で
あ
り
、看
護

師
の
養
成
教
育
機
関

で
あ
る
四
万
十
看
護

学
院（
有
岡
）と
は
、平

成
25
年
度
の
開
校
以

来
、市
民
病
院
で
実
習

生
の
受
け
入
れ
を
行

う
な
ど
本
市
と
の
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
が
進
む
中
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」を
構
築
し
、若
者
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、多
く
の
保
健
・
医
療
に
関
す
る

専
門
的
な
人
材
や
研
究
デ
ー
タ
を
有
す
る
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、保
健
師
活
動
を

中
心
と
し
た
子
育
て
支
援
方
策
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、ま
た
、看
護
職
の
人
材

育
成
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
情
報
等
に
つ
い
て
の
支
援
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
☎（
３
４
）１
１
２
９

地
域
保
健
・
医
療
の
推
進
に
向
け
て

〜
京
都
看
護
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
〜
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〜
水
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
む
け
て
〜

「
渡
川
流
域
を
対
象
と
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」開
催

　
12
月
４
日（
金
）、市
立
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、国
・
県
・
市
・
警
察
・
消
防
・
電
力
・
鉄
道

会
社
・
福
祉
施
設
な
ど
11
機
関
が
参
加
し
、

「
第
１
回 

渡
川
流
域
を
対
象
と
し
た
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
渡
川
流
域
は
、古
く
か
ら
水
災
害
に
よ
る

被
害
が
多
発
し
て
お
り
、ま
た
、近
年
、雨
の

降
り
方
が
局
地
化
・
集
中
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
大
規
模
な
水
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
10
月
に
米
国
を
襲
っ
た
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
で
は
、発
災
前
か
ら
関

係
機
関
が
実
施
す
べ
き
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
時
系
列
に
整
理
し
た『
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
事
前
防
災
行
動
計
画
）』を
作
成
し
、そ
れ

に
基
づ
き
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、被
害
軽
減
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
水
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、堤
防
整
備
等
の
予

防
策
に
加
え
、災
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
対
応
を
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
度
、四
国
初
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、四
万
十
市
に
お
い
て
大

規
模
水
害
に
備
え
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
検
討
を
始
め
ま
し

た
。検
討
会
で
は
、高
知
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
防
災
部
門
長 

原 

忠 

氏
を

座
長
に
、タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
概
要
や
全
国
の
先
行
事
例
の
紹
介
、四
万
十
川
で

検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、避
難
部
門
と
水
防
・
交
通
部
門
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
具

体
的
な
内
容
を
検
討
し
、本
年
度
末
に
素
案
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
コ
チ
ラ
↓
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【
問
い
合
わ
せ
先
】国
土
交
通
省
　
四
国
地
方
整
備
局
　
中
村
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
工
務
第
一
課
　
☎（
３
４
）７
３
０
４

第1回 検討会

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

（
中
筋
地
区
）

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、市
で
は
情

報
伝
達
の
強
化
を
図
る
た
め
現
在
、防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
お
り
、平
成
27
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、緊
急
地
震
速
報
や

津
波
警
報
等
の
情
報
を
、瞬
時
に
皆
さ
ま
へ
伝
達
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、市
・
消
防
署
か
ら
発
信
す
る
避
難
に
関
す
る
情
報

や
火
災
情
報
等
を
屋
外
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て

放
送
す
る
施
設
で
す
。

　
今
回
、本
年
度
に
設
置
し
た
中
筋
地
区
の
ホ
ー
ン
ア
レ
イ
ス

ピ
ー
カ（
次
世
代
ス
ピ
ー
カ
ー
）の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。チ
ャ
イ
ム
、音
声
等
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

試
験
放
送
対
象
地
域
と
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す

日
　
　
時

　
２
月
17
日（
水
）10
時
〜
12
時

放 

送 

局

　
中
筋
中
学
校

音
達
範
囲

　
有
岡
、民
部

　※

当
日
、風
等
の
影
響
で
右

　
　
記
以
外
の
範
囲
に
も
音
達

　
　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
放
送
を
聞
き
逃
し
た
時
や
、天
候
等
に
よ
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、左
記
へ
お
電
話

を
し
て
い
た
だ
く
と
放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☎（
３
４
）７
８
０
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
３
５
）２
０
４
４

災害に備えて ～防災活動の紹介等～

【ホーンアレイスピーカ】
従来の3倍（約1km）の音達距離が可能中筋中学校子局の音達範囲

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は3月6日（日）　ご家族で災害時の連絡方法の確認をしておきましょう
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第
12
回 

全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
高
知
を
開
催
し
ま
す
！

　
３
月
25
日
〜
27
日「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。「
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
は
、全
国

で
体
験
型
観
光
を
実
践
し
て
い
る
団
体
、個
人
が
一
堂
に
集
結

し
、情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。豊
か
な
自

然
と
温
か
い
人
柄
に
恵
ま
れ
た
本
市
で
も「
田
舎
暮
ら
し
体

験
」を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
観
光
を
実
践
し
て

い
ま
す
。体
験
型
観
光
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

体
験
型
観
光
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
　
程
】

　
３
月
25
日（
金
）

　
　

12
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　（
事
例
発
表
、公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

　
　
　
場
所…

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館（
黒
潮
町
）

　
　

17
時
30
分
〜
19
時
30
分
　

　
　
　
情
報
交
換
会（
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
）※

有
料

　
３
月
26
日（
土
）

　
　
９
時
〜
12
時
　

　
　
　
課
題
別
研
究
分
科
会（
大
月
町
、黒
潮
町
、土
佐
清
水
市
、

　
　
　
須
崎
市
、本
山
町
、安
芸
市
）

　
　

13
時
〜
翌
日
12
時
　
体
験
ツ
ア
ー
　※

有
料

　※

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
課
題
別
研
究
分
科
会
に
つ
い
て
は
、

　
　
県
内
の
方
の
参
加
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会（
市
観
光
課
）

　
☎（
３
４
）１
７
８
３

　（
一
社
）幡
多
広
域
観
光
協
議
会

　
☎（
３
１
）０
２
３
３

「
苦
手
だ
っ
た
生
き
物
の

仕
事
も
今
は
楽
し
い
。

四
万
十
ラ
イ
フ
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
！
」

「
苦
手
だ
っ
た
生
き
物
の

仕
事
も
今
は
楽
し
い
。

四
万
十
ラ
イ
フ
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
！
」

移住者Interview vol.2

齋藤 充 さん齋藤 充 さん

【問い合わせ・申込先】（市）企画広報課　移住推進員　☎（34）8866
　　　　　　　　　  E-mai l   i ju@city .sh imanto . lg . jp

―

ど
こ
か
ら
？

　
　
長
野
県
で
す
。

―

ど
う
し
て
四
万
十
市
へ
？

　
　
私
は
大
阪
府
枚
方
市
の
出
身
で
、も
と
も
と

　
　
友
好
都
市
で
あ
る
四
万
十
市
を
知
っ
て
い
ま

　
　
し
た
。

　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
を
毎
日
で
き
る
と
こ
ろ
に
移
住

　
　
し
た
い
と
友
だ
ち
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、四

　
　
万
十
市
を
薦
め
ら
れ
何
か
縁
を
感
じ
、こ
こ

　
　
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

―

も
と
も
と
は
？

　
　
プ
ロ
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

(

西
日
本
３
位)

を

　
　
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
ジ
ャ
ン
プ
台
の
設
計
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
技

　
　
術
指
導
も
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　
　
と
サ
ー
フ
ィ
ン
は
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

　
　
ま
す
が
、タ
ー
ン
の
感
じ
な
ど
違
い
も
あ
っ

　
　
て
け
っ
こ
う
の
め
り
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
　
ま
だ
ま
だ
初
心
者
で
す
。

―

今
は
？

　
　
竹
島
地
区
の（
株
）ニ
ワ
ト
リ
ノ
ニ
ワ
で
、飼
育

　
　
場
の
管
理
や
鶏
の
世
話
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
朝
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
、仕
事
に
行
っ
て
、夕

　
　
方
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
と
い
う
最
高
の
生
活

　
　
を
し
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
も
で
き
て
楽
し
く

　
　
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
下
田
地
区
も
暮
ら
し
や

　
　
す
く
て
、い
い
と
こ
ろ
で
す
。

―

四
万
十
市
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
何
か
あ
り
ま

　
す
か
？

　
　
物
価
が
少
し
高
い
の
と
、台
風
が
す
ご
い
で

　
　
す
ね
。
あ
と
は
、や
は
り
海
が
キ
レ
イ
で
す
。

　
　
水
温
も
ち
ょ
う
ど
で
、波
も
い
い
で
す
。

地
区
の
方
よ
り

　「
よ
く
働
い
て
い
る
よ
う
で
感
心
し
て
い
ま
す
。

移
住
し
て
、働
い
て
く
れ
る
人
が
住
ん
で
く
れ
る

と
安
心
で
す
。地
区
の
皆
で
温
か
く
見
守
っ
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

女
性
限
定
！
移
住
者
交
流
会

　
四
万
十
市
へ
移
住
さ
れ
た
女
性
を
対
象
と
し

た「
女
子
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
街
中
の
ス
テ
キ
な
カ
フ
ェ
で
、ゆ
っ
た
り
と
交

流
を
深
め
ま
せ
ん
か
？

　
希
望
者
に
ネ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ（
10
分
程
度
）も
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
お
子
様
連
れ
、転
勤
で
本
市
へ
来
ら
れ
た
方
、他

の
移
住
者
と
情
報
交
換
し
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

日
　
時
　
３
月
９
日（
水
）11
時
30
分
〜
14
時

場
　
所
　
カ
フ
ェ「
A
l
o
m
a
」

　
　
　
　
中
村
天
神
橋
22

参
加
費
　
１
０
０
０
円（
ラ
ン
チ
代
）

募
集
人
数
　

10
人
程
度

　
　
　
　
　
＊
定
員
に
な
り
次
第
締
切
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マイナンバーの市の利用業務について マイナンバー

キャラクター

マイナちゃん

マイナンバー

　マイナンバーとは、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関（例：国・県・市
町村）が保有する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用される12桁のナンバー
（個人番号）と、法人に対しては13桁のナンバー（法人番号）です。

マイナンバーの利用が1月より開始され、次の手続きの際には通知カードまたは個人番号カードを
持参していただく必要があります。

個人番号カードができた方から順次「ハガキ」にて案内をしています。

市役所からハガキが届くまでお待ちください。

【マイナンバー全般についての問い合わせ先】
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120（95）0178
　（市）総務課 行政管理係　☎（34）1804
【通知カード・個人番号カード交付の問い合わせ先】
　（市）市民課　☎（34）1113

個人番号カードを申請している方に

※通知カードは本人確認書類としては使用できないため、免許証等が必要になります。個人番号カードはそれだけで、本人確認書類
　として利用できるため、便利です（交付を受けるには申請が必要です）ので、ぜひご活用ください。

平成28年1月1日から：
　償却資産申告・減免申請（固定資産税・軽自動車税・法人市民税）・納
　税管理人指定関係・税務証明閲覧等申請（法人番号のみ。継続検査用
　の軽自動車税納税証明を除く）
平成29年以降：住民税申告

税務課
　市民税係（34）1112
　資産税係（35）4428
　収 納 係 （35）5552

福祉事務所
　生活福祉係（34）1781

福祉事務所
　社会福祉係（34）1120

福祉事務所
　社会福祉係（34）1120

保健介護課
　介護保険係（34）1165
市民課
　国　保　係（34）1114

保健介護課
　高齢者福祉係（34）1165
学校教育課
　学校教育係（34）5445

福祉事務所
　保育所係（34）1780
　家庭福祉係（34）1801
保健介護課
　保健衛生係（34）1115

【障害者福祉】
○重度心身障害者医療費助成　○手帳（身体、療育、精神）の交付申請
○自立支援医療費（更正、育成、精神）の認定申請　○障害福祉サービ
スの手続き　○障害児通所支援の手続き　○補装具費の支給申請　
○特別児童扶養手当等の認定申請　等

【児童福祉】
○保育所入所　○子どものための教育・保育給付　○児童手当　○児
童扶養手当　○母子父子寡婦福祉資金貸付　○母子（父子）自立支援
給付金　○養育医療給付　○乳幼児医療費助成　○ひとり親家庭医
療費助成　○妊娠の届出　等

【保険・年金】
○介護保険認定申請
○国民健康保険、後期高齢者医療（資格加入・喪失等の申請、療養費・高
額療養費等の払い戻しの申請、入院時食事代の減額申請）等

【その他】
○養護老人ホームの入所申請
○就学援助（医療券）を利用する場合　等

【援護】
○戦没者等の遺族に対する特別弔慰金　○戦没者の妻に対する特別
給付金　○戦傷病者の妻に対する特別給付金
○戦没者の父母に対する特別給付金

【生活保護】
生活保護申請

【中国残留邦人等支援】
中国残留邦人等支援給付

分 　 野

税 分 野

社会保障

分 野

手　　　続 所管課および
問い合わせ先（電話番号）
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図
書
カ
ー
ド
を
配
付
し
て
い
ま
す

〜
四
万
十
市
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
〜

　
市
で
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
に

対
し
て
、子
育
て
世
帯
へ
の
応
援
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
配
付

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
子
ど
も

　
平
成
12
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
27
年
２
月
28
日
生
ま

れ
の
人
の
う
ち
平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、配
付
時
ま
で
引
き
続
き
住
民
登
録
の
あ
る
人

■
配
付
対
象
者

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
等
の
人

■
配
付
物

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
に
つ
き
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

　
１
枚

　
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に「
確
認
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
確
認
届
は
、対
象
世
帯
へ
11
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

最
終
提
出
期
限
は
２
月
29
日（
月
）（
郵
送
は
消
印
有
効
）で
す
。

●
す
で
に
確
認
届
を
提
出
し
て
い
る
方
で
窓
口
配
付
希
望
の

　
方
も
期
限
ま
で
に
取
り
に
き
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

　
い
し
ま
す
。（
印
鑑
・
対
象
の
子
ど
も
の
保
険
証
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
）

●
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご
提
出
い
た
だ
い
た
皆
さ

　
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係
　
☎（
３
４
）１
８
０
１

〜
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

　 

臨
時
特
例
給
付
金
〜

　
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

所
得
の
低
い
方
や
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、平

成
27
年
度
も「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」が
支
給
さ

れ
ま
す
。

申
請
の
受
付
は
2
月
16
日（
火
）ま
で

で
す（
郵
送
の
申
請
は
当
日
消
印
有
効
）

 

※
支
給
は
年
度
で
１
回
の
み
で
す
。
詳

し
い
点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】　

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
☎（
3
4
）8
0
0
8

　（
総
合
支
所
）保
健
課
内 

　
西
土
佐
福
祉
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

ま
も
な
く
受
付
が

　
　
　  

終
了
し
ま
す

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、本
市
と
そ
の
近
隣
市
町
村
に
お
け
る
農
産
物
や

海
産
物
の
流
通
の
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
市
民
の
台
所
」と
し
て
、私
た
ち
の
食

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
魚
や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
そ
の
加
工
品
や

花
な
ど
を
全
国
各
地
か
ら
集
め
、適
正
な
価
格
で
迅
速
に
安
定
供
給
す
る
た
め
に
、

本
市
が
開
設
し
て
い
る
地
域
の
市
場
で
す
。

　
当
市
場
で
は
、売
買
取
引
が
で
き
る
買
受
人
に
な
る
た
め
の
買
子
の
承
認
申
請

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。対
象
は
、原
則
と
し
て
本
市
ま
た
は
周
辺
市
町
村
に
、

独
立
し
た
店
舗
や
営
業
所
等
を
持
ち
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

■
買
子
に
な
る
た
め
の
要
件

　(

１) 

買
受
人
の
相
手
方
と
し
て
十
分
な
知
識
、経
験
、資
力
、信
用
を
有
す
る
方

　(

２) 

満
20
歳
以
上
の
方

　(

３) 

野
菜
、果
実
、花
き
お
よ
び
こ
れ
ら
の
加
工
品
等
・
生
鮮
水
産
物
お
よ
び
こ

　
　
　
れ
ら
の
加
工
品
等
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
次
に
該
当
す
る
方

　
　
　
ア
　
小
売
業
者

　
　
　
イ
　
大
口
需
要
者

　
　
　
ウ
　
加
工
業
者
、給
食
業
者
お
よ
び
飲
食
業
者

　
　
　
エ
　
卸
回
り
業
者

　
　
　
オ
　
転
送
業
者

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
管
理
組
合
　
☎（
３
４
）３
２
７
０

　（
市
）商
工
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
２
６

か
い
う
け
に
ん

か
い
こ

7

平
成
28
年
２
月
号



心
に
作
業
部
会
を
編
成
し
、関
係
団
体
や
事
業
者
の
皆
様
と

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
、詳
細
の
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
市
内
の
事
業
者
や
友
好
都
市
の
枚
方
市
、道
の
駅
連
携
の

北
海
道
旭
川
市
の
物
産
販
売
を
は
じ
め
、各
産
業
分
野
の
展

示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、街
歩
き
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
の
観
光
プ
ラ
ン
、踊
り
・
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の

集
客
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、商
店
街
で
も
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、多
く
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
震
防
災
対
策

　
昨
年
度
ま
で
精
力
的
に
対
策
を
講
じ
て
き
た
沿
岸
部
の
津

波
避
難
対
策
も
一
定
目
途
が
立
ち
、今
年
度
よ
り
、市
街
地
、

中
山
間
地
域
へ
の
対
策
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、昭
和
の
南
海
地
震
の
際
は
、市
街
地
に
お
け
る

建
物
倒
壊
に
よ
り
、本
市
の
中
で
も
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て

お
り
、当
時
の
建
物
の
耐
震
性
の
低
さ
や
軟
弱
地
盤
に
よ
る

液
状
化
な
ど
が
主
な
要
因
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市
と

し
ま
し
て
も
、住
宅
耐
震
化
の
促
進
に
向
け
経
費
補
助
を
行

う
な
ど
、鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
や
補
助
制
度

に
つ
い
て
周
知
が
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
る
た
め
、各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
や
建
築
士
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、住
宅
の
耐
震
化

や
家
具
転
倒
防
止
対
策
等
の
必
要
性
の
啓
発
を
目
的
に
、今

年
度
か
ら
３
ヶ
年
を
か
け
市
内
全
域
を
対
象
に
戸
別
訪
問
を

行
う
と
し
て
、ま
ず
は
中
村
地
域
の
約
４
７
０
０
戸
を
対
象

に
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。

　
今
後
、建
物
の
状
態
や
所
有
者
の
意
向
等
、各
世
帯
の
実
情

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、次
の
防
災
対
策
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　　１
月
号
に
続
き
、
12
月
市
議
会
定
例
会
に
お
け
る
市
長
説
明

要
旨（
抜
粋
）に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
四
万
十
市
産
業
祭
の
開
催

　
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、４
月
10
日
に

開
催
し
た
記
念
式
典
を
か
わ
き
り
に
、５
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
大
会
、８
月
に
は
漫
画
フ
ェ
ス「
し
ま
ん
と
漫
博
」な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
来
年

３
月
６
日
に
四
万
十
市
産
業
祭
を
開
催
す
る
。

　
市
全
域
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
産
業
祭
と
な
る
も
の

で
、10
周
年
を
契
機
に
本
市
の
各
産
業
の
チ
カ
ラ
を
結
集
し
、

市
民
の
皆
様
が
各
産
業
に
触
れ
、学
び
、楽
し
む
こ
と
で
本
市

の
産
業
の
地
力（
チ
カ
ラ
）を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
産
地
消
・
地
産
外
商
に

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、名
称
を「
〝
し
ま
ん
と 

の 

チ
カ
ラ
〞
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
６
」と
し
た
。

　
開
催
場
所
は
、メ
イ
ン
会
場
を
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
と

し
、天
神
橋
や
一
条
通
を
中
心
と
し
た
商
店
街
を
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
と
す
る
こ
と
で
、中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、同
日
開
催
の「
菜
の
花
ま
つ
り
」と
連
携

す
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
に
市
内
を
回
遊
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、関
係
団
体
の
皆
様
に
ご
参
画
い

た
だ
い
た
実
行
委
員
会
を
10
月
に
開
催
し
、事
業
計
画
へ
の

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、庁
内
の
関
係
課
職
員
を
中

　
ま
た
、地
震
に
よ
る
出
火
・
延
焼
防
止
対
策
と
し
て
、今
年

６
月
策
定
の
地
震
火
災
対
策
計
画
に
基
づ
き
、市
街
地
の
木

造
家
屋
密
集
地
区
を
中
心
と
し
た「
地
震
火
災
対
策
を
重
点

的
に
推
進
す
る
地
区
」を
対
象
に
、震
度
５
強
以
上
で
通
電
を

遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
の
無
料
配
付
を
今

年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
配
付
に
あ
た
っ
て
は
、戸
別
訪
問
同
様
、地
区
の
自
主
防
災

組
織
に
協
力
を
い
た
だ
き
、設
置
が
困
難
な
家
庭
に
お
い
て

は
設
置
の
手
助
け
も
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、共
助
の
取
組

み
と
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
地
震
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
地

区
内
全
て
の
建
物
へ
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、「
命
を
守
る
対
策
」の
原
点
と
し
て
、ま
ず
は
自
ら
が
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
適
切
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
、11
月
５
日
に
は
全
市
的
に
は
初
と
な
る
訓
練
と
し
て
、地

震
発
生
時
に
お
け
る
基
本
行
動
の
習
熟
を
目
的
と
し
た「
四

万
十
市
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」を
実
施
し
た
。
市
内
の
学

校
、事
業
所
、病
院
、ス
ー
パ
ー
な
ど
約
１
９
０
団
体
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、各
家
庭
か
ら
の
参
加
者
も
加
え
る
と
約
１
万

人
に
上
る
。参
加
さ
れ
た
団
体
か
ら
は
訓
練
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
と
の
感
想
や
継
続
し
て
の
訓
練
実
施
を
望
む
声
も

多
く
あ
る
の
で
、来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

平
成
27
年
12
月
市
議
会
定
例
会

下（
抜
粋
）

　

市

長

説

明

要

旨

市内全域を対象としたシェイクアウト訓練
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社
四
国
支
店
を
受
託
候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
。

　
当
該
企
業
は
病
院
給
食
等
を
全
国
で
展
開
し
て
い
る
大
手

で
あ
り
、四
国
４
県
に
お
い
て
も
大
学
病
院
や
県
立
病
院
な

ど
受
託
実
績
が
２
５
０
施
設
程
度
あ
り
豊
富
な
受
託
実
績
を

有
し
て
い
る
。ま
た
、南
海
地
震
等
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
の

出
た
場
合
に
お
い
て
も
、物
資
の
供
給
や
人
的
支
援
に
お
い

て
全
社
的
な
支
援
体
制
が
と
れ
る
な
ど
非
常
時
に
お
け
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

　
来
年
４
月
の
業
務
開
始
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、ま
た
、患
者

が
満
足
す
る
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、受
託
業
者
と
の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
や
業
務
の
引
き
継

ぎ
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
ま
た
、給
食
業
務
の
委
託
化
に
伴
い
、平
成
28
年
度
ベ
ー
ス

で
年
間
１
９
０
０
万
円
程
度
の
経
費
削
減
効
果
が
あ
り
、病

院
の
収
益
改
善
に
一
定
寄
与
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、地
域
医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、今
年
４
月

に
策
定
し
た「
四
万
十
市
立
市
民
病
院
経
営
健
全
化
計
画
」を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、健
全
な
病
院
運
営
を

目
指
し
て
い
く
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　　
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
る
。制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
、年
金
・
雇
用
保
険
や
医
療
保
険
の
手
続

き
、生
活
保
護
や
福
祉
の
給
付
、確
定
申
告
な
ど
、行
政
手
続

き
に
お
け
る
確
認
作
業
や
添
付
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
、市
民

の
利
便
性
や
行
政
の
効
率
化
が
向
上
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。市
と
し
て
も
、円
滑
な
制
度
運
用
に
向
け
、こ
れ
ま
で
関

係
課
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
重
ね
、理
解
の
熟
度
を
高
め

て
き
た
。

　
一
方
、こ
の
制
度
に
便
乗
し
、不
正
な
勧
誘
や
個
人
の
情
報

を
聞
き
出
す
な
ど
の
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
と

す
る
た
め
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、社
会
福
祉

協
議
会
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、地
区
健
康
福
祉
委
員
会

等
で
構
成
す
る
協
議
体
を
設
置
の
う
え
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
な
お
、新
し
い
総
合
事
業
の
移
行
時
期
は
、平
成
29
年
度
ま

で
と
さ
れ
て
い
る
が
、高
齢
化
が
進
展
す
る
本
市
に
お
い
て
、

早
期
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、交
付
金
の

算
定
要
件
の
上
限
が
有
利
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

今
年
度
末
の
平
成
28
年
３
月
か
ら
先
行
実
施
す
る
。

　
一
方
、要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
事
業

も
、全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
一
般
介
護
予
防
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、こ
れ
ま
で
の
各
種
教
室
や
健
康
福
祉
委
員

会
で
の
取
組
み
を
継
続
・
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、元
気
な
時

か
ら
切
れ
目
の
な
い
介
護
予
防
に
努
め
て
い
く
。

　
市
民
病
院

　
市
民
病
院
給
食
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
。

　
今
年
、８
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
２
者
よ
り
参
加
申
込
が
あ
り
、提
出
さ
れ

た
企
画
提
案
書
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
審
査
し

た
結
果
、最
も
優
れ
た
提
案
を
し
た
日
清
医
療
食
品
株
式
会

　
ま
た
、中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、地
震
の
み
な
ら
ず
、台

風
や
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
、救
急

搬
送
等
へ
の
対
応
と
し
て
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
推
し
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
命
を
守
る
対
策
」の
実
践
と
し

て
、一
昨
年
の
西
土
佐
地
域
の
目
黒
川
流
域
、昨
年
の
東
富
山

地
区
に
続
き
、今
年
は
12
月
６
日
に
上
古
尾
、下
古
尾
、竹
屋

敷
の
西
富
山
地
区
を
対
象
に
土
砂
災
害
に
伴
う
避
難
訓
練
と

学
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、多
く
の
方
々

に
参
加
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
高
齢
者
福
祉

　
高
齢
者
世
帯
等
の
増
加
に
伴
い
、軽
度
の
生
活
支
援
の
必

要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、既
存
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
み
な
ら
ず
、地
域
を
は
じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、民
間

企
業
等
に
よ
る
生
活
支
援
・
介
護
予
防
な
ど
の
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、要
支

援
１
・
２
の
方
を
対
象
と
す
る
介
護
予
防
給
付
の「
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」と「
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）」が
、新

し
い
総
合
事
業（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）と

し
て
、こ
れ
ま
で
の
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、市
町
村
事

業
へ
と
移
行
す
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、基
準
緩
和
の
も
と
、生
活
支
援
に
特
化

し
た
、あ
る
い
は
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、地

域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な

り
、利
用
者
に
と
っ
て
は
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
な
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、地
域
の
元
気
な
高
齢
者
に
お
い
て
は
、介
護
予
防
や

生
活
支
援
の
実
施
主
体
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
で
、地
域
社

会
へ
の
参
加
を
通
じ
自
身
の
生
き
が
い
や
介
護
予
防
等
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
協
議

市民病院
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12
月
17
日
　

医
師
確
保
業
務（
徳
島
市
、〜
18
日
）

　
　

20
日
　

航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水
分
屯
基
地 

開
庁
20
周
年

　
　
　
　
　

記
念
行
事（
土
佐
清
水
市
）

　
　

23
日
　

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　

24
日
　

西
土
佐
地
区
区
長
会（
第
３
回
）

　
　

25
日
　

幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会

　
　

28
日
　

仕
事
納
め
の
式（
本
庁
、消
防
）

　
　
　
　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅「
餅
つ
き
・
振
舞
い

　
　
　
　
　

餅
」イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

年
末
特
別
警
戒
巡
視（
家
地
、大
宮
、薮
ヶ
市
、津

　
　
　
　
　

賀
、橘
）

　
　

30
日
　

年
末
特
別
警
戒
巡
視（
中
筋
、東
中
筋
、具
同
、八

　
　
　
　
　

束
、中
村
３
・
５
班
）

１
月
２
日
　

走
り
初
め
大
会

　
　

３
日
　

成
人
式（
中
村
、西
土
佐
）

　
　

４
日
　

仕
事
始
め
の
式（
本
庁
、支
所
）

　
　
　
　
　

挨
拶
ま
わ
り
　

高
知
県
庁
ほ
か（
高
知
市
、南
国
市
）

　
　

５
日
　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
初
市
式
典

　
　
　
　
　

中
村
商
工
会
議
所
新
年
互
礼
会

　
　

７
日
　

平
成
27
年
度
補
正
予
算「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

　
　
　
　
　

金
」に
関
す
る
陳
情
、全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

　
　
　
　
　

会
表
敬
訪
問
、農
林
水
産
省
訪
問（
東
京
、〜
８
日
）

　
　

８
日
　

学
校
法
人
京
都
育
英
館 

京
都
看
護
大
学
と
の
連

　
　
　
　
　

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
　

９
日
　

四
万
十
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　
　
　

中
村
青
年
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　

10
日
　

消
防
出
初
式

　
　

12
日
　

区
長
会
と
の
交
付
金
関
係
確
認
書
締
結
式

　
　
　
　
　

権
谷
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

高
知
県
建
設
業
協
会 

中
村
支
部 

新
年
安
全
祈

　
　
　
　
　

願
祭
　
　
　

12
月
15
日
〜
１
月
14
日

市
長
日
誌

し
て
も
、引
き
続
き
広
報
等
を
通
じ
て
注
意
喚
起
や
制
度
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、制
度
や
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、年
金
の
情
報
漏
え
い
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
個

人
情
報
の
保
護
そ
の
も
の
に
対
す
る
市
民
の
不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、市
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
、外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
の
不
正
侵
入
防
止
策
や
ウ
ィ
ル
ス
対
策
を
講
じ
、情

報
の
流
出
に
は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ

が
、今
回
の
制
度
開
始
に
合
わ
せ
対
策
を
強
化
す
る
と
し
て
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
パ
ソ
コ
ン
を
、他
の
事
務
用
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
完
全
に
分
断
し
、独
立
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
年
内
に
構
築
す
る
。こ
れ
に
よ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
ほ
ぼ
不
可
能
と

な
る
。

　
ま
た
、個
人
情
報
を
取
り
扱
う
職
員
に
よ
る
人
為
的
な
情

報
漏
え
い
対
策
と
し
て
、
11
月
に
は
四
万
十
市
に
お
け
る
個

人
番
号
の
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、す
で
に
去
る
12

月
２
日
、３
日
に
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
今
後
も
所
属
長
を
中
心
と
し
た
安
全
管
理
体
制
の
も
と
、

制
度
の
適
正
運
用
に
努
め
て
い
く
。

　
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

　
来
年
４
月
１
日
の
導
入
に
向
け
、取
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、業
者
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集

を
行
っ
た
。

　
結
果
、こ
れ
ま
で
の
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
継
ぎ
、従

来
か
ら
市
民
要
望
の
あ
り
ま
し
た
月
曜
日
及
び
祝
日
開
館

や
、本
館
に
お
い
て
は
19
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長
す
る
と

い
っ
た
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
に
加
え
、学

校
や
地
元
商
店
街
等
と
の
連
携
、運
営
経
費
の
縮
減
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
提
案
の
あ
っ
た
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
に
決
定
し
た
。

　
当
該
企
業
は
、４
０
０
を
超
す
公
共
図
書
館
の
受
託
運
営

を
行
っ
て
お
り
、蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、総
合
的

な
図
書
館
運
営
が
期
待
で
き
る
。

　
今
後
、市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
、運

営
内
容
の
細
部
に
つ
い
て
、受
託
業
者
と
調
整
し
て
い
く
。

　　
機
構
改
革

　
平
成
28
年
度
か
ら
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
交
付
税
額
が
段

階
的
に
減
少
し
て
い
く
中
、今
年
度
策
定
し
た「
第
２
次
四
万

十
市
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、組
織
機
構
の
改

編
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
ず
幅
広
い
分
野
で
連
携
で
き
る
よ
う
、小
規
模
組
織
の

改
編
を
行
い
、組
織
の
効
率
化
、ス
リ
ム
化
を
進
め
る
中
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、こ
れ
ま
で
農
・
商
・
工
連
携
と
し
て
各
分
野

を
独
立
さ
せ
、業
務
を
遂
行
し
て
き
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
の
幅
広
い
連
携
の
必
要
性
か
ら
、農
業
、林
業
、水
産
業
の

第
１
次
産
業
分
野
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、観
光
と
商
工
に

つ
い
て
も
重
な
る
業
務
も
多
い
こ
と
か
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
相
互
の
現
状
や
情
報
を
把
握
し
、よ
り
一
層
踏
み
込

ん
だ
施
策
を
展
開
す
る
よ
う
統
合
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、負
担
の
公
平
性
の
確
保
や
財
政
基
盤
の
強
化
を
目

的
に
未
収
債
権
の
縮
減
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、各
課
で
対
応

し
て
い
る
公
債
権
、私
債
権
に
対
し
、統
一
的
な
指
導
を
行
う

よ
う
組
織
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
継
続
し
て
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、中
長
期
的

な
視
点
か
ら
組
織
機
構
の
再
編
を
図
っ
て
い
く
。
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水道料金改定のお知らせ
　4月1日から水道料金を20％増額改定します。
　水道事業に必要な経費は、受益者負担が原則であることから生活に必要不可欠なライフラインを維
持していくため、ご理解ご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先】　（市）上下水道課　☎（34）1711

水道料金の改定について

　老朽化している水道施設の更新や耐震化などの整備を子ど

もや孫の代まで先送りすることなく確実に実施し水道を安定

的に供給するため、外部審議会などによる慎重な審議を経て、

現行の水道料金の基本料金と超過料金を一律20％増額改定

することになりました。

　一般的な家庭の場合（口径13㎜使用水量20㎥と仮定）消費

税別で月額1,810円が月額2,172円となり362円の負担増とな

ります。

　【上記の計算例】（消費税別）

　（現行）

　基本料金10㎥まで（810円）+超過料金（100円×10㎥）=1,810円

　（改定後）

　基本料金10㎥まで（972円）+超過料金（120円×10㎥）=2,172円

　改定時期は、平成28年4月から水道を利用する場合は4月検

針分から、以前より水道を利用している場合は、5月検針分か

らの改定となります。

　なお、今回の改定において下水道使用料等の改定はありま

せん。

＊右記料金表により算出した額に消費税分を乗じて得た額が水道料金となります。

水道事業の現状と課題

　四万十市の水道事業は、市民生活と地域経済活動を支えるライフラインとして安全で良質な水の安定供

給、災害に強い水道づくり、水道未普及地の解消等に努めつつ、安価な水道料金を維持してきました。

　しかし今後の状況は、給水人口の減少や節水機器の普及などにより各家庭での水の使用量が減少し、水道

料金収入の増加が見込めない環境下で、主に昭和40年代に建設し次第に老朽化が進んでいる水道施設の更

新や耐震化などの整備を実施していく必要があります。

　また事業面積が広い簡易水道事業は、平成29年度に水道事業との統合が予定され、企業会計方式に移行す

ることとなり、より一層の独立採算制が求められるなど今後の

水道事業経営は大変厳しい状況となり、経営健全化が求められ

ます。

　これまでも水質検査などの民間委託導入や庁舎移転による管

理費・電気料等の削減、企業債の繰上償還と低金利への借換によ

る利息負担の軽減など経費削減に努めてきましたが、試算では

現行料金のままでは平成29年度から収支が赤字となり、平成32

年度には資金が底をつく見込みです。

　このため、より一層の経費削減等の経営努力を行う必要があ

りますが、今後の厳しい経営状況に対して抜本的解決に至らな

い状況にあります。

口径別基本料金（10㎥まで） 超過料金
（1㎥当たり）基本料金

810円
840円
890円

1,420円
1,540円
2,810円
3,250円
3,600円

100円
〃

140円
〃
〃
〃
〃
〃

メーター口径
13mm
20mm
25mm
30mm
40mm
50mm
75mm

100mm

（現行）　　　　　　　　　　　　　消費税別

口径別基本料金（10㎥まで） 超過料金
（1㎥当たり）基本料金

972円
1,008円
1,068円
1,704円
1,848円
3,372円
3,900円
4,320円

120円
〃

168円
〃
〃
〃
〃
〃

メーター口径
13mm
20mm
25mm
30mm
40mm
50mm
75mm

100mm

（改定後）　　　　　　　　　　　　消費税別

20％改定

老朽管を耐震管に布設替
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申告必要申告不要申告必要（確定申告する人は不要）

【問い合わせ先】　(本　　庁)　税務課 市民税係　☎（34）1112
　　　　　　　　(総合支所)　住民分室　　　 　☎（52）1111

申告に必要なもの

なかった

年金収入
が400万円
超え

年金収入
が400万円
以下

（確定申告）

障害・遺族年金
などの受給者、
無職、学生など

　税の申告は、市県民税だけでなく国民健康保険税や介護保険料等の算定基礎になります。所得がなかった

人でも申告がないと、国民健康保険の加入者は、国民健康保険税の『低所得者に対する軽減措置』の適用を受

けることができない場合があります。また、国民年金保険料の免除申請、公営住宅、児童扶養手当、医療費助

成、金融機関などへの各種申請等に必要な所得（課税）証明の交付ができません。

　税の申告が必要な方は、期限までに適正な申告をお願いします。

　確定申告（国税の申告）が必要な場合は、申告期間中に限り、市職員による申告相談を受け付けていますが、

申告の内容によっては、中村税務署でのご相談（申告）となります。

　　　四万十市への申告は不要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市県民税の申告は、1月1日に住民登録をしている市町村へ）

※1　給与、年金以外の所得の合計が、20万円を超え所得税の納税、または還付を受ける場合は、確定申告が必要です。
　　（年金の収入金額が400万円以下で年金以外の所得の合計が20万円以下の場合は、確定申告の必要はありませんが、住民税の申告が必要です。）

申告

平成27年中の所得

なっていないなっている

医療費・扶養など各種控除の追加を…

65歳未満で給与収
入が93万円以上の
人（年末調整済み）

所得が公的年金のみの人所得が給与のみの人

65歳未満で給
与収入が93万
円未満の人ま
たは年末調整
を受けていな
い人

勤務先から四万
十市に給与支払
報告書が未提出

・給与・公的年金のほ
かに営業・農業・不動
産などの所得があっ
た人※1
・営業、農業、不動産
などの所得のみの人 しないする

■収入や経費のわかるもの
　①給与・年金のある人：源泉徴収票
　②営業・農業・不動産のある人：収支内訳書（自分
　　で作成）、収入経費のわかるもの
　③その他の収入のある人：収入経費のわかるもの
■印鑑
■所得税を還付する人は口座番号のわかるもの

■控除額がわかるもの
　①医療費の領収書（自分で合計）、保険金など補てん
　　金額のわかるもの
　②国民健康保険税、国民年金、介護保険料などの支
　　払証明書
　③生命・地震保険料の掛金の控除証明書
　④身体障害者手帳、療育手帳など

申告の受付は2月16日 火 ～3月15日 火 までです。

あった

四万十市内の家
族の扶養に（税
金の扶養）…

住民税（市県民税）・国民健康保険税の

申告はお早めに！

12

平
成
28
年
２
月
号



【問い合わせ先】　中村税務署　☎（35）2135

平成27年分　所得税・消費税・贈与税の確定申告について

■確定申告会場の案内
　中村税務署では、次の期間中、所得税、個人事業者の消費税及び贈与税の申告会場を設置しています。
　設置場所：中村税務署（中村新町四丁目4番地）
　開設期間：2月16日(火)～3月15日(火)（土・日・祝日を除く）
　受付時間：8時30分～16時
　　　　　 ※申告相談は、9時から17時まで行っていますが、申告書の作成等に時間を要しますので、
　　　　　 　申告会場には16時までにお越しください。
■国税庁ホームページ「作成コーナー」でも申告書が作成できます。ぜひご利用ください。

　
軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡
し
て
も
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
、そ
の
年
度
分
の
税
金

は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
既
に
車
両
を
処
分
し
て
い
て
も
、廃
車
等
の
手

続
き
を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
た

ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
所
有
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
き
の
対
象
と
な
る
事
例

●
市
外
か
ら
の
転
入
、も
し
く
は
市
外
へ
の
転
出

●
車
両
を
譲
り
渡
し
た
、も
し
く
は
譲
り
受
け
た

●
車
両
を
解
体
処
分
し
た

●
故
障
な
ど
の
理
由
で
車
両
を
使
用
し
な
い
ま

ま
放
置
し
て
い
る

●
車
両
の
盗
難
被
害
に
遭
っ
た

●
車
両
、も
し
く
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
た

●
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
ご
家
族

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　
庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
）

（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

･印鑑  ･ナンバープレート

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･新旧所有者の印鑑

･新所有者の住民票（1部3カ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･印鑑  ･住民票（1部3カ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

届出に必要なもの

廃　車

名義変更

住所変更

届出先（軽自動車検査協会・運輸局関係等）

軽二輪

(125cc超250cc以下）

軽自動車

（三輪・四輪）

二輪小型自動車

（250cc超）

高知運輸支局
高知市大津乙1879番地1
☎050（5540）2077

一般社団法人全国軽自動車協会連合会高知事務所
高知市長浜3106番地3
☎088（842）4311

軽自動車検査協会高知事務所
高知市長浜3106番地3
☎050（3816）3125

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

･印鑑  ･ナンバープレート

･新旧所有者の印鑑

･ナンバー等の登録内容が分かるもの

（例：標識交付証明書、自賠責保険証等）

･印鑑  ･ナンバープレート

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

　　　　　　　　届出先（市役所関係）

原動機付自転車

（125cc以下、

ミニカー）

小型特殊自動車

（農耕作業用、その他

フォークリフト等）

（本庁）税務課 市民税係

☎（34）1112 (直通)

（総合支所）西土佐住民分室

☎（52）1111 (代表)

軽
自
動
車
税
は

毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
！

〜
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等
の

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に
〜

登　録

廃　車

名義変更

ナンバー変更

車体変更

届出に必要なもの
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平成28年度軽自動車税の税率について
　平成26年度及び平成27年度税制改正により、軽自動車税の税率が下記の通り変更されます。

≪原動機付自転車・二輪車等≫
　新規登録や既存車にかかわらず、全ての車両を対象に平成28年度から新税率が適用されます。

≪三輪及び四輪以上の軽自動車≫

　新車として最初に新規検査を受けた年月（自動車検査証に記載された「初度検査年月」）によって適用され

る税率が異なります。

①旧税率：平成27年３月31日以前に新規登録した車両（最初の新規検査を受けたもの）で、「③重課税　
　率」に該当しない車両

②新税率：平成27年４月１日以降に新規登録した車両（最初の新規検査を受けたもの）で、下記の「グリ
　ーン化特例による軽減税率」の対象とならない車両

③重課税率：最初の新規検査から13年を経過した車両（平成28年度からの重課対象は、初度検査年月が
　平成14年12月以前の車両となります。）

【問い合わせ先】

　（本庁）税務課市民税係　☎（34）1112（直通）　　（総合支所）西土佐住民分室　☎（52）1111（代表）

車　　種
税率（年額）

平成27年度まで〈旧税率〉平成28年度から〈新税率〉

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽二輪

二輪小型自動車

50cc以下

50cc超90cc以下

90cc超125cc以下

ミニカー

農耕作業用（トラクター・コンバイン等）

その他（フォークリフト等）

125cc超250cc以下

250cc超

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

1,600円

4,700円

2,400円

4,000円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

2,000円

5,900円

3,600円

6,000円

乗用

貨物用

車種 平成27年度から

税率（年額）

平成28年度から

三輪

四輪以上

営業用

自家用

営業用

自家用

①旧税率

3,100円

5,500円

7,200円

3,000円

4,000円

②新税率

3,900円

6,900円

10,800円

3,800円

5,000円

③重課税率

4,600円

8,200円

12,900円

4,500円

6,000円

■グリーン化特例による軽減税率

　平成28年度軽自動車税について、低排出ガスおよび燃費性能にすぐれた環境負荷の小さい軽
自動車を対象に、税率を軽減するグリーン化特例が導入されます。

　対象となるのは、平成27年４月１日から平成28年３月31日までに最初の新規検査をした三輪
及び四輪以上の軽自動車（新車に限る）のうち、一定の排出ガス基準と燃費基準を達成した車両
で、軽減が適用されるのは平成28年度の１年限りとなります。

　※対象車両は（市）税務課で調査の上で軽減を適用しますので、市へ軽減申請する必要はあり
　　ません。
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土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　『
中
村
・
宿
毛
線
』を
守
り
ま
し
ょ
う
!!

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道『
中
村
・
宿
毛
線
』は
、年
々
利
用
客

が
減
少
し
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
幡
多
地
域
の
マ
イ
レ
ー
ル『
中
村
・
宿
毛
線
』の
存
続
に

は
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

【
中
村
・
宿
毛
線
と
は
？
】

　
中
村
線（
窪
川
駅
〜
中
村
駅
間
）は
昭
和
45
年
に
国
鉄
路

線
と
し
て
開
業
さ
れ
ま
し
た
が
不
採
算
路
線
と
し
て
国
鉄

時
代
に
廃
止
路
線
対
象
と
な
り
、宿
毛
線（
中
村
駅
〜
宿
毛

駅
間
）は
建
設
が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
知
県
西
部
に
お
い
て
は
中
村
線
存
続
運
動
の
中
、宿

毛
線
を
建
設
す
る
為
に
、昭
和
61
年
に
関
係
自
治
体
が
中

心
と
な
っ
て
第
３
セ
ク
タ
ー「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
」を
設

立
し
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
か
ら
は
国
鉄
の
廃
止
路
線
と
な
っ
た
中
村
線

の
運
行
を
受
け
継
ぎ
、平
成
９
年
に
は
宿
毛
線
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
取
り
巻
く
現
状
】

　
中
村
線
は
、開
業
当
時
は
利
用
客
が
多
く
、開
業
後
の
２

年
間
は
黒
字
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、マ
イ
カ
ー
の
普

及
や
高
速
道
路
の
延
伸
な
ど
に
よ
り
年
々
利
用
客
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
利
用
客
数
は
中
村
線
が
開
業
当
時（
昭
和
63
年
）

の
半
分
以
下
、宿
毛
線
は
最
も
利
用
客
が
多
か
っ
た
平
成

12
年
と
比
較
し
て
６
〜
７
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。開

業
３
年
目
以
降
は
毎
年
度
赤
字
が
続
き
、平
成
26
年
度
は

中
村
・
宿
毛
線
で
約
２
億
２
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※経常損益：会社の収入から経費を差し引いたもの

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線　輸送人員及び経常損益の推移

　
住
民
の
皆
さ
ん
が「
列
車
に
１
回
多
く
乗
る
」こ
と
で
、赤

字
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
マ
イ
レ
ー
ル『
中
村
・
宿
毛
線
』を
守
り
、

存
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
☎（
３
４
）１
１
２
９

【
自
治
体
か
ら
の
支
援
】

　
高
知
県
と
関
係
市
町
村（
四
万
十
市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水

市
、四
万
十
町
、大
月
町
、黒
潮
町
、三
原
村
）で
は
中
村
・
宿

毛
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、開
業
以
来
４
度
に
わ
た
っ
て
鉄

道
経
営
助
成
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。各
自
治
体
の
財

政
が
厳
し
い
中
で
の
積
立
で
す
が
、経
営
支
援
に
つ
い
て
は

経
常
収
支
の
状
況
に
応
じ
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
存
続
す
る
た
め
に
】

　
今
ま
で
よ
り
も
、１
回
で
も
多
く『
中
村
・
宿

毛
線
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
全
国
各
地
で
路
線
が
廃
止
さ
れ
、地
域
経
済
・
観
光
・
通

学
・
帰
省
な
ど
多
岐
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
村
・
宿
毛
線
も
、こ
の
ま
ま
利
用
者
減
少
が
続
い

て
い
け
ば
、赤
字
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
、近
い

将
来
、「
路
線
廃
止
」と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
し
て
、一

度
路
線
廃
止
さ
れ
た
地
域
に
、再
び
鉄
道
を
走
ら
せ
る
こ
と

は
困
難
を
極
め
る
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
の
努
力
で
よ
う
や

く
開
通
し
た
こ
の
路
線
を
守
る
た
め
に
も
、１
回
で
も
多
く

列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。駐
車
場
を
整
備
し
て
い
る
駅
も

あ
り
ま
す
の
で
、駅
ま
で
自
家
用
車
で
行
っ
て
、そ
こ
か
ら

鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。旅
行
や
近
隣
市
町
村

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、列
車
に
乗
る
機
会
を
作
っ
て『
中
村
・

宿
毛
線
』を
存
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊幡多郡及び四万十町人口合計
　108,607人（H27.12.1時点）

赤字額を住民1人当たりで負担
すると…
2億2千万円 ÷ 108,607人 ≒
2,000円

参考：中村・宿毛線乗り放題切符
窪川駅～宿毛駅
普通列車1日乗り放題切符2,050円
窪川駅～宿毛駅
特急普通列車1日乗り放題切符
3,900円

開業当時

200,000

150,000

100,000

50,000

0

▲ 50,000

▲ 100,000

▲ 150,000

▲ 200,000

▲ 250,000

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

（千円）
（千人）

S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

経常損益

輸送人員（中村線）

輸送人員（宿毛線）

輸送人員（合計）

※直近の造成積増し計画分のみ

土佐くろしお鉄道に対する各自治体の助成基金負担金額

支援期間

期間内合計

H17～21

6億1200万円

H22～24

4億円

H25～29

12億円
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　1月3日、第11回四万十市成人式が、中村文化センターと西

土佐ふれあいホールで開催されました。

　今年出席した新成人は277人(中村地域)・21人（西土佐地

域）で、中村地域の式典は中学校の時の写真がスライドで流

れ、会場は大盛り上がりでスタートし、来賓から新成人へ人

生をより良く生き抜くコツなどメッセージが贈られまし

た。西土佐地域では、恒例の2分の1成人式で4年生が将来の

夢を発表し、心温まる成人式となりました。

　新成人の皆さんに、将来は四万十市に帰ってくるかを尋

ねたところ、将来は地元で働きたいと答える方が多かった

です。そのためにも私たちは、雇用の創出など、より良い四

万十市を作っていく必要があります。限りない可能性を秘

めた新成人のみなさんが、明日の四万十市を支える力とし

て未来に羽ばたくことを願っています！

　1月3日、第11回四万十市成人式が、中村文化センターと西

土佐ふれあいホールで開催されました。

　今年出席した新成人は277人(中村地域)・21人（西土佐地

域）で、中村地域の式典は中学校の時の写真がスライドで流

れ、会場は大盛り上がりでスタートし、来賓から新成人へ人

生をより良く生き抜くコツなどメッセージが贈られまし

た。西土佐地域では、恒例の2分の1成人式で4年生が将来の

夢を発表し、心温まる成人式となりました。

　新成人の皆さんに、将来は四万十市に帰ってくるかを尋

ねたところ、将来は地元で働きたいと答える方が多かった

です。そのためにも私たちは、雇用の創出など、より良い四

万十市を作っていく必要があります。限りない可能性を秘

めた新成人のみなさんが、明日の四万十市を支える力とし

て未来に羽ばたくことを願っています！

成人式成人式
中村地域

西土佐地域

ハタチの夢いっぱい
人のためになる仕事につきたい! 地元で保育園を建てたい!

歯科衛生士になりたい!

将来は地元に帰ってきます!!

世界で活躍する料理人になりたい!

美術教師として

中高に帰って来る! 

女子アナになりたい! 

サラリーマンになる！ 小学校の教師になりたい! 
看護師になりたい!

バイヤーになりたい! 消防士になりたい!
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麻
し
ん
や
風
し
ん
を
予
防
す
る
唯
一
の
手
段
は
、

ワ
ク
チ
ン
で
す
。自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
予

防
接
種
は
有
効
で
す
。

　
予
防
接
種
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、で
き

る
だ
け
早
く
、受
託
医
療
機
関
で
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

※

接
種
料
金
は
無
料
で
す
。（
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と

　
任
意
接
種
と
な
り
、有
料
に
な
り
ま
す
）

※

対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、予
診

　
票
な
ど
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　(

総
合
支
所) 

保
健
課

　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

■
応
募
条
件
　
次
の
条
件
全
て
を
満
た
す
方

　
①
歯
科
衛
生
士
免
許
を
お
持
ち
の
方

　
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

　
③
パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、パ
ワ
ー
ポ
イ

　
　
ン
ト
）の
経
験
が
あ
る
方

　
④
歯
科
衛
生
士
業
務
の
経
験
が
あ
る
方

■
業
務
内
容

　
　
・
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
歯
科
保
健
指
導（
集
団
・
個
別
）

　
　
・
幼
児
健
診
に
お
け
る
フ
ッ
素
塗
布

　
　
・
地
域
で
の
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
講
話

　
　
・
訪
問
歯
科
健
診
業
務
に
お
け
る
歯
科
医
師
や
関
係

　
　  

機
関
と
の
調
整

　
　
・
保
健
衛
生
係
に
係
る
他
関
連
業
務

■
勤
務
条
件

　（
１
）勤
務
場
所
　
四
万
十
市
役
所
　
保
健
介
護
課

　（
２
）勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
３
）給
料
等
　
日
額
　
７
６
０
０
円

　
　
　
＊
時
間
外
手
当
、通
勤
手
当
、期
末
手
当
別
途
支
給
。

　（
４
）休
日
　
土
日
祝
、年
末
年
始

■
任
用
期
間

　
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
９
月
30
日（
更
新
有
り
）

■
応
募
期
日
　
２
月
29
日（
月
）

■
応
募
方
法

　「
四
万
十
市
臨
時
的
任
用
職
員
登
録
申
込
書（
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
）」、
有
資
格
者
で
あ
る
証
明
書
（
写
）、
運
転
免
許
証

　（
写
）を
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
＊「
登
録
申
込
書
」に
替
え
て
市
販
の
履
歴
書（
必
ず
顔

　
　
写
真
を
貼
付
）で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　
書
類
選
考
な
ら
び
に
面
接
に
て
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

　（
面
接
の
日
程
は
後
日
連
絡
調
整
）

　
＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

対
象
者

１
期

２
期

接
種
期
間

生
後
12
月
〜
24
月
未
満

（
１
歳
に
な
っ
た
ら

で
き
る
だ
け
早
く
）

２
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で

小
学
校
就
学
前
の
１
年

間
の
幼
児（
平
成
21
年

４
月
２
日
〜
平
成
22
年

４
月
１
日
生
）

平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で

21年に1度は健診を

妊婦教室

定例健康相談

妊婦教室

大腸がん検診容器回収（未受診者対象）

乳児健診

マム＆チルドレン

ぴよっこクラブ（親子の集い）

1歳9カ月児健診

乳児健診

3歳児健診

定例健康相談

出張健康相談

マム＆チルドレン

乳幼児相談、ママタッチ

健康管理センター

西土佐総合支所

健康管理センター

西土佐地域

健康管理センター

具同体育センター

西土佐保健センター

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

西土佐総合支所

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

13：30～15：30

9：00～11：00

13：30～15：30

～ 8：00

12：50～13：30

10：00～11：30

9：30～11：30

12：50～13：30

12：50～13：30

12：50～13：30

9：00～11：00

9：00～11：00

10：00～11：30

9：30～11：00

14日（日）

15日（月）

16日（火）

19日（金）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

2日（水）

4日（金）

7日（月）

9日（水）

10日（木）

時間

3月

2月

事業名月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

※2月10日（水）までの計画については、広報四万十1月号に掲載しています。
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40歳以上の国民健康保険に加入している皆さんへ
忘れていませんか？年に1回特定健診（生活習慣病健診）！！
◎特定健診って？
　メタボ健診と呼ばれるように、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査です。西
土佐地域では、ひまわり健診と呼ばれています。
　定期的に健診を受診することで、高血圧・高血糖・脂質異常を早期に発見し、生活習慣を改善していくこと
が、一人ひとりの健康寿命の延伸や将来的な医療費の抑制につながります。

　健診を受けている人と受けていない人では年間の生活習慣病治療費が約27,000円も違います！！

◎「何の症状もないから」「去年異常がなかったから」という理由で健診を受けていない人はいませんか？
　生活習慣病は、自覚症状がないまま進行します。毎年健診を受けて、いち早く自分の体の変化に気づくこ
とが大切です。通院中の方も特定健診の対象です。

◎まだ受診されていない方へ
　本年度の市の集団健診は終了しましたが、安心してください！特定健診は市内・県内の指定医療機関で受
診できます。

　ひきこもりってどういうことだろう？どう関われば良いだろう？
　相談先などを広く知ってもらうとともに、当事者、家族、支援者それぞれの立場で今後に役立つヒントを
得る事ができるよう、ひきこもりを知る会を開催します。気軽にご参加いただける会です。皆さんの参加を
お待ちしています。

日　時　2月25日(木)　13時30分 ～ 16時
場　所　四万十市防災センター２階（駐車場あり）
内　容　ひきこもりの支援に関わる方や当事者・家族の体験談
対象者　関心のある方、ひきこもりに悩む方・家族、ひきこもり支援をする関係機関職員 等

【問い合わせ先】（県）ひきこもり地域支援センター☎088（821）4508
　　　　　　　（県）幡多福祉保健所　　　　　　☎（34）5124

特定健診は無料です！

「ひきこもりを知る会in幡多」

○受診時には、特定健診受診券（水色）と保険証を持参してください。
○受診券は既に送付していますが、見当たらない場合は再交付できますので、
　下記までお問い合わせください。

■受診できる市内医療機関（※予約が必要となりますので電話等で確認してください。）

　四万十市立市民病院、西土佐診療所、大野内科、小原外科肛門科胃腸科、要医院、
　木俵病院、さくらクリニック、佐々木整形外科医院、四万十診療所、竹本病院、
　中村クリニック、中村病院、幡多病院、松本病院、森下病院、山下整形外科医院健康づくり声かけ隊長

古江掛　増代
こえかけ ますよ

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 ☎（34）1115　（総合支所）保健課 ☎（52）1132

健診を定期的に受けることで
生活習慣病の発症予防、重症
化予防につながっています。

（引用：平成26年度国保データベースシステム）

＜特定健診の受診有無と生活習慣病治療にかかっているお金＞

健診受診者

健診未受診者

0 10,000

6,992円6,992円

33,625円

20,000 30,000 40,000
（円）

ひきこもり地域普及啓発地域研修事業

本年度の受診は、3月31日まで！！
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市
で
は
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車

い
す
を
使
用
し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障

害
者
を
対
象
に
、健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
健
康
診
査
は
、長
時
間
の
車
い
す
の

使
用
に
よ
り
発
生
し
や
す
い
褥
瘡
、骨
の
変

形
、膀
胱
機
能
障
害
等
の
二
次
障
害
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、希
望
さ

れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

健
診
内
容

　
問
診
、身
体
計
測
、理
学
的
検
査
、血
圧

　
測
定
、検
尿
、血
液
化
学
検
査
、肝
機
能

　
検
査
、腎
機
能
検
査

　（
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
の
検
査
等
は
必

　
要
に
応
じ
て
実
施
）

実
施
医
療
機
関
　
市
民
病
院

実 

施 

日
　
２
月
下
旬
以
降（
予
定
）

申
込
期
間
　
２
月
３
日（
水
）〜
17
日（
水
）

実
施
定
員
　
３
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所
　
社
会
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
0

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室

　
　
　
　
　
　（
保
健
課
内
）

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
ご
く
身
近
な
病
気
で

す
。普
段
の
体
調（
水
分
・
食
事
・
排
便
・
運
動
）を
整
え
、安

定
し
た
精
神
状
態
を
保
つ
ケ
ア
が
認
知
症
の
予
防
、症
状

の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

に
、も
し
認
知
症
に
な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
た
め
に
、

予
防
と
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
、介
護
専
門
職
の
方

な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
３
月
５
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
　
容
　

　
▼
講
話
①「
高
齢
期
の
体
の
変
化
と
認
知
症
」

　
　
講
師
　
金
田 

弘
子

　
　（
鳥
取
県 

森
本
外
科
・
脳
神
経
外
科
医
院 

副
院
長
）

　
▼
症
状
が
改
善
！
喜
び
の
実
践
報
告

　
　
四
万
十
市
認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾
で
の
実
践

　
　
事
例
を
報
告

　
▼
講
話
②「
認
知
症
の
方
の
行
動
を
人
生
歴
か
ら
理
解

　
　
す
る
〜
上
手
に
老
い
る
た
め
の
自
己
点
検
ノ
ー
ト

　
　
の
活
用
〜
」

　
　
講
師
　
石
黒 

秀
喜

　
　（
財
団
法
人 

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー 

審
議
役
）

　※
中
村
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
に
は
会
場
ま
で
の

　
　
間
、バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。バ
ス
を
ご
利
用
の
方
は

　
　
２
月
19
日（
金
）ま
で
に
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ

　
　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３
４
）０
１
７
０

身
体
障
害
者

（
車
い
す
使
用
者
）

健
康
診
査

身
体
障
害
者

（
車
い
す
使
用
者
）

健
康
診
査

じ
ょ
く
そ
う

ぼ
う
こ
う

中
学
生
の
医
療
費
が
４
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
０
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
を
助
成
し
て

き
ま
し
た
が
、平
成
28
年
４
月
か
ら
対
象
者
を
中
学
生
ま
で
に
拡
大
し
、保
険
診
療
に
係

る
医
療
費
を
全
額
助
成
し
ま
す（
児
童
医
療
費
）。

　
対
象
と
な
る
中
学
生
の
保
護
者
は
、左
記
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

住
民
票
で
助
成
対
象
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
人
へ
は
、１
月
に
文
書
で
申
請

　
　
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生

　※

生
活
保
護
等
の
他
の
医
療
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は
児
童
医
療
費
の
対
象
と
な
り

　
　
ま
せ
ん
。

　※

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
者
・
障
害
医
療
費
助
成
対
象
者
は
、児
童
医
療
費

　
　
よ
り
も「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
・
障
害
医
療
費
」の
受
給
者
証
を
優
先
し
て
使
用

　
　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、児
童
医
療
費
の
申
請
は
任
意
で
構
い
ま
せ
ん
。

■
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
等

　
中
学
生
に
か
か
る
医
療
費
等
で
、平
成
28
年
４
月
診
療
分
か
ら
。

　（※

医
療
保
険
適
用
と
な
る
診
療
等
の
み
。食
事
療
養
費
は
除
く
）

■
申
請
の
受
付

　
１
月
下
旬
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。３
月
下
旬
に
は
受
給
者
証
の
発
送
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
の
で
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
助
成
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん（
中
学
生
）の
健
康
保
険
証（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

　
②
申
請
者（
お
子
さ
ん
の
児
童
手
当
受
給
者
）・
健
康
保
険
の
被
保
険
者
・
助
成
対
象
と

　
　
な
る
お
子
さ
ん
の
個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

　※

顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
の
通
知
カ
ー
ド
と
申
請
に
来
る
人
の
公
的
機
関
交
付
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
　
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
③
印
鑑

　
④
申
請
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】　（
本
庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　  

　
　
☎（
３
４
）１
８
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室(

保
健
課
内) 

☎（
５
２
）１
１
３
２

市
民
講
座「
認
知
症
」の
ご
案
内

〜
認
知
症
は
予
防
で
き
る
！ 

改
善
で
き
る
！
〜
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ひとり親家庭のお母さん・お父さんの就職移動相談
　ひとり親家庭のお母さん・お父さんを対象に、就職相談や就業のための各種資格や技能を習得する支援制
度について情報提供を行います。事前申し込みは不要ですが先着順での相談となります。

日時　3月4日（金）　13時～16時
場所　四万十市社会福祉センター　

【問い合わせ先】母子家庭等就業・自立支援センター　☎088（875）2500

ひとり親家庭のお母さん・お父さんの就職移動相談ひとり親家庭のお母さん・お父さんの就職移動相談ひとり親家庭のお母さん・お父さんの就職移動相談

本
年
度
対
象
の
人
が
助
成
を

受
け
ら
れ
る
の
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
定
期
予
防
接
種
は
、接
種
で

き
る
期
間
が
年
齢
に
よ
り
決
ま
っ
て
い
ま
す
。接
種
期
間
を
過

ぎ
て
の
接
種
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、本
年
度
対

象
と
な
る
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予

防
接
種（
23
価
）を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、次
に
該
当
す
る
人
。

　
□
平
成
27
年
度
中
に
、65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、

　
　

95
歳
、1
0
0
歳
に
該
当
す
る
人
。

　（
対
象
者
に
は
、４
月
に
個
別
通
知
し
て
い
ま
す
）

　※

接
種
時
に
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で
、心
臓
・
じ
ん
臓
・

　
呼
吸
器
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

　
で
身
障
１
級
程
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
対
象
で
す
。

○
接
種
期
間
　
３
月
31
日
ま
で

○
接
種
料
金
　
２
千
円

○
接
種
方
法

　
県
内
の
受
託
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種（
市
か
ら
送
付
し
た

予
診
票
が
必
要
）

　※

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　
　
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、若
い
こ
ろ
か
ら
の
ケ
ア
が

大
切
で
す
が
、歯
科
医
院
に
通
院
し
て
い
な
い
人
で
、平
成
26
年
度
に
歯
科
口
腔
検
診
を
受
け

た
方
の
う
ち
７
割
の
方
が
要
精
査
と
い
う
結
果
で
歯
周
病
や
虫
歯
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
対
象
と
な
る
方
で
歯
科
医
院
に
通
院
し
て
い
な
い
方
は
、自
分
は
大
丈
夫
と
自
己

判
断
せ
ず
に
、早
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　
平
成
28
年
３
月
末
日
で
、30
歳
、40
歳
、50
歳
、

　
60
歳
、
70
歳
に
達
す
る
人
の
う
ち
、歯
科
医

　
院
に
通
院
し
て
い
な
い
人

○
検
診
期
間
　
３
月
31
日
ま
で

○
自
己
負
担

　
５
０
０
円（
検
診
費
用
５
０
０
０
円
の
う
ち

　
４
５
０
０
円
を
市
が
助
成
）

○
検
診
内
容

　
口
腔
内
診
査
、歯
周
病
検
査
、歯
周
病
唾
液

　
検
査

※

受
診
券
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
、歯
科
医

　
院
に
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※

対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、

　
申
請
書
や
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
左

　
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
１
５

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

平成26年度歯科口腔検診結果より
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森
沢
地
区
は
、糖
尿
病
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、県
の
事
業
を
活
用
し
て
10

月
23
日
に
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
演
題

　

身
近
な
病
気
〝
糖
尿
病
〞
を
知
ろ
う
！

　
講
師

　

細
木
病
院
総
合
診
療
科
部
長
・
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
中
村
　
寿
宏
　
先
生

　
中
村
先
生
の
糖
尿
病
や
合
併
症
に
つ
い
て
の
講
話
の
中
で
、菓
子
パ
ン
を

習
慣
的
に
食
べ
て
い
た
糖
尿
病
患

者
が
、食
べ
る
の
を
止
め
た
こ
と
で

検
査
の
値
が
改
善
し
た
と
い
う
話

が
あ
り
、皆
さ
ん
と
て
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、運
動
し
た
り
野
菜

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
等
、日
々
の
食

生
活
を
少
し
気
を
付
け
る
だ
け
で

も
状
態
が
改
善
す
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
糖
尿
病
は
、予
備
群
も
含
め
る
と

患
者
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、演

題
の
と
お
り
身
近
な
病
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
健

康
に
生
活
で
き
る
よ
う
、ま
ず
は
で

き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
3
4
）1
1
6
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.8

【
森
沢
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
】

人
口
カ
ル
テ：
1
1
4
世
帯
2
6
3
人（
男
性
1
2
8
人
・
女
性
1
3
5
人
）

65
歳
以
上
1
0
5
人
・
高
齢
化
率
40
％

（
平
成
27
年
11
月
1
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）

　こうち被害者支援センターは、事件や事故、犯罪の被害に遭われた方やそのご家族を支援
する団体です。本年度は9月現在325件の支援活動を行っています。
　この度、高知共同募金会と協働し、1月～3月末まで必要な活動資金を募集するというテー
マ募金を実施します。センターの活動の趣旨をご理解いただき、あたたかいご支援をいただ
けますよう、よろしくお願いいたします。
　市役所本庁1階受付前に募金箱を置いています。
　事件や事故の被害にあったら、まず電話相談へ！

【問い合わせ先】認定NPO法人 こうち被害者支援センター　☎ 088（854）7511　
　　　　　　　相談専用電話　☎ 088（854）7867　 （月～金　10：00～16：00）※相談無料・秘密厳守

募金にご協力ください　～犯罪被害者支援～

腎臓病・塩分制限編

四万十市立市民病院　管理栄養士　乾優衣

作り方
①ボウルにAを入れ混ぜておく。豚ロース肉は
　食べやすい大きさに切って、味が染み込みや
　すいようにフォークで所々穴を開け、Aの入っ
　たボウルに10～15分間漬けておく。
②アーモンドはビニール袋に入れ、軽くたたい
　て砕き、パン粉を混ぜ合わせます。
※ダイスアーモンドなどへも変更できます。
③①の漬け汁をペーパータオルでふき取り、小
　麦粉と水を混ぜたものに付け、さらに②を付
　け、170℃に熱した油でキツネ色になるまで
　揚げたらできあがり。
※揚げる時にアーモンドが崩れないように、しっ
　かりくっつける。

＜材料＞
豚ロース肉
日本酒
みりん
薄口しょうゆ
すりおろしにんにく
アーモンドスライス
パン粉
小麦粉
水
揚げ油
＜付け合わせ＞
ミニトマト

160ｇ
小さじ2
小さじ1と1/3
小さじ2
1ｇ
15ｇ
15ｇ
大さじ1
大さじ2
適量

1個

…………
………………
………………

……
…
…

………………
………………

………………………
………………

…………

豚肉のアーモンド揚げ（所要時間30分）
　腎臓病や高血圧の方の食事では、1日の減塩目標である6ｇ未満を守ることが大切です。6ｇといえば食塩小さ
じ1杯程度の量。とはいっても塩分を一律に制限してしまうと食事に味気がなくなってしまいます。1食の中で
普通の味付け、薄い味付けなど味のメリハリをつけるなどちょっとした工夫でおいしく減塩することができま
す。今回はアーモンドの風味をプラスすることで塩なしでもおいしくいただけます。ぜひ作ってみてください。

  栄養成分（1人分）
エネルギー：205kcal
たんぱく質： 9.3ｇ
脂質　　　：15.0ｇ
食塩相当量： 0.6ｇ

A

（4人分）
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

　　その他の活動　

桃の節句をみんなでお祝いしましょう♪どんなお楽しみ
があるかな・・・？
[ぴよちゃんクラブ]  3月2日(水)　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）3月3日(木)　9：30～11：30
子育て支援センター

ぽっぽでおやつ作り
お母さんと一緒にクッキーを作ろう！こねて丸めて、星
形、ハート、アンパンマン…どんな形にしようかな？
2月16日（火）、17日（水）　9：30～11：30
子育て支援センター
※グループに関係なく、どちらかに参加してください。参加
を希望する人は、2月12日までに子育て支援センターまでご
連絡ください。先着10組ずつまでとさせていただきます。親
子でエプロン・三角巾・材料代100円をご持参ください。（登
録されている方のみの活動です）

◆ひなまつり

時

場

時

場

時

場

時

場

ぽっぽで遊ぼう
本年度の活動も後、1ヵ月となりました。ぽっぽで仲良く
なったお友だちとお庭やお部屋で元気いっぱい遊ぼうね♪
（①②③グループ一緒の活動です。）

2月26日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

◆０歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）
ぽっぽで遊ぼう
ぽっぽのお庭やお部屋で、ゆったりと遊びましょう。4月から
比べるとどれだけ大きくなったかな？身長・体重も計るよ。
（①②グループ一緒の活動です。）

2月23日（火）　9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

時

場

澤田敬先生の本年度最後の子育て講座です。ぜひ誘い合っ
て聞きに来てください。講話を聞いた後、みんなでいろい
ろなおしゃべりを楽しみましょう。子育ての悩みについて
も答えてくれますよ。
3月7日（月）　10:00～11：30
子育て支援センター

◆おしゃべり広場（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

２月・３月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。
[ぴよちゃんクラブ]  3月10日（木）　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）3月11日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

◆誕生会

※初めて参加を希望される人は、準備の都合がありますので、あ
らかじめご連絡ください。（活動の内容によっては、ご遠慮をお願
いする場合もあります）

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

保 育 所 名

もみじ保育所

古津賀保育所

具 同 保 育 所

八 束 保 育 所

東 山 保 育 所

竹 島 保 育 所

3月10日

3月 8日

3月 4日

2月24日

3月 8日

3月 9日

3月 1日

木

火

金

水

火

水

火

時　間

9：30～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月　日

★
休
館
日
の
案
内
★

一
般
書

2 302冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あの人が同窓会に来ない理由

犬の急病対応マニュアル｠

江ノ島西浦写真館｠

おいしい!カンタン!玄米ごはん

寺田寅彦 科学者とあたま

手間を楽しむ折り紙袋

ニュートリノってナンダ?｠

優しい言葉

はらだ　みずき

佐藤  貴紀

三上　延

石澤  清美

寺田  寅彦

フチモト　ムネジ

荒舩　良孝

群　ようこ

おしゃれなクララとおばあちゃんのぼうし｠

おふろやさんのまねきねこ

おやすみなさい くまくん

きえた!?かいけつゾロリ

たまごをこんこんこん｠

にほんよいくに 1 日本の神さま

宮沢賢治名作集

ルルとララの手作りSweets 冬のお菓子

エミリー・サットン

とよた かずひこ

リチャード・スキャリー

原  ゆたか

あかま  あきこ

葉室  頼昭

宮沢  賢治

あんびる　やすこ

★
特
別
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、３
月
８
日（
火
）か
ら
11
日（
金
）ま
で
の
４
日

間
を
休
館
と
し
ま
す
。（
本
館
の
み
）

　
図
書
館
に
は
約
14
万
点
の
資
料
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
資
料
が
正
し

い
場
所
に
あ
る
か
、無
く
な
っ
て
い
る
資
料
は
な
い
か
、1
冊
1
冊
総

点
検
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
は
、北
玄
関（
夜
間
出
入
口
）左
側
の
返

却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、D
V
D
と
紙
芝
居
は
、開
館
日
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、一
階
総
合
案
内
へ
お
預
け
く
だ
さ
い
。

  

西
土
佐
分
館
は
、２
月
25
日（
木
）・
26（
金
）の
２
日
間
を
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

2
月
1
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
８
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
11
日（
木
）建
国
記
念
の
日

　
　
15
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
22
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
26
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　
29
日（
月
）定
　
休
　
日

３
月
７
日（
月
）定
　
休
　
日

※

３
月
８
日（
火
）〜
11
日（
金
）

　
蔵
書
点
検

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00

新着おすすめ8+8

2
平成28年

February

22

平
成
28
年
２
月
号



口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
申
し
込
み
は

２
月
末
日
ま
で
に
！

　
う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い
た
。忙
し
く
て
金

融
機
関
の
窓
口
等
で
支
払
う
時
間
が
な
い
と
い
う
方
は
、便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、ま
と
め
て
前
払
い

（
前
納
）す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
…

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、預（
貯
）金
通
帳
、預（
貯
）金
通
帳

の
届
出
印
を
持
っ
て
、金
融
機
関
や
郵
便
局
ま
た
は
、幡
多
年
金

事
務
所
・
市
役
所
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
、１
年
前
納
お
よ
び
６
カ

月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
）は
、４
月
末
日
の
引
き
落
と
し
と
な

り
ま
す
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
し
て
い
る
人
は
、あ
ら
た
め
て

　
申
し
込
み
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
前
納
割
引
制
度（
口
座
振
替 

前
納
）

　
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る
と
、割
引
が
適
用
さ
れ
る
の

で
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
の
振
替
方
法
は
、次
の
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　（
1
）２
年
前
納（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）

　（
2
）１
年
前
納（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

　（
3
）６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
、10
月
〜
翌
年
３
月
分
）

　（
4
）当
月
末
振
替（
早
割
）

　
　
　
※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
１
カ
月
早
く
口
座
よ
り
振

　
　
　
　
替
す
る
方
法
で
す
。

　（
5
）翌
月
末
振
替
　
※
保
険
料
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
は
、２
月
下
旬
に
告
示
さ
れ
る
予

　
定
で
す
。

★
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
次
の
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め
の
身
分

証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番

号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
身
分
証
明
書
と
し
て
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的

　
機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
日
　
時
　
２
月
18
日（
木
）　
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

　
場
　
所
　
西
土
佐
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
2
丁
目
4-
10
）

　
　
☎（
3
4
）1
6
1
6
　

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
市
民
係

　
　
☎（
3
4
）1
1
1
3
　

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
資
源
を
再

生
利
用
す
る
た
め
、家
庭
か
ら
出
る
使
用
済
小
型
家
電
の

無
料
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、最
近
、投
入
口
に
入
ら
な

い
も
の
を
、回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
横
に
放
置
し
て
い
く
ケ
ー

ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、ご
厚
意
で
設
置
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
も
の
が
多
く
、そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、お
店
・

施
設
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら

な
い
も
の
は
必
ず
持
込
回
収
場
所
ま
で
持
っ
て
行
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
投
入
口
は
40
㎝
×
20
㎝
で
す
。

　
次
に
あ
げ
る
品
目
は
、ほ
ぼ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な

い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
掃
除
機
、プ
リ
ン
タ
ー
、パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
、扇
風
機
、

　
空
気
清
浄
機
、炊
飯
器

　
持
込
回
収
場
所

　
　
・
幡
多
中
央
環
境
セ
ン
タ
ー（
竹
島
）

　
　
・
市
役
所 

本
庁
４
階 

環
境
生
活
課

　
　
・
市
役
所 

西
土
佐
総
合
支
所
１
階 

地
域
企
画
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
☎（
３
４
）６
１
２
６

振替方法

2年前納

1年前納

6カ月前納

当月末振替

（早割）

翌月末振替

(割引は

ありません)

1回あたりの

納付額

366,840円

183,160円

92,480円

15,540円

15,590円

割引額

15,360円

3,920円

1,060円

50円

なし

振替日

4月30日

4月30日

4月30日

10月31日

毎月月末

翌月末

2年分に換算

した割引額

15,360円

7,840円

4,240円

1,200円

なし

※振替日が休日の場合は翌営業日に振替されます。

◎詳しくは日本年金機構ホームページをご参照ください。

　http://www.nenkin.go.jp

参考：平成27年度の振替方法別割引額

(回収ボックス)

使
用
済
小
型
家
電
の

回
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

使
用
済
小
型
家
電
の

回
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

使
用
済
小
型
家
電
の

回
収
に
つ
い
て
の
お
願
い
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こ
の
た
び
、中
村
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会（
会
長 

田
辺
佳

雄
）よ
り
、「
道
路
事
故
抑
止
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
」を
目
的
と
し

て
交
通
安
全
施
設
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、日
頃
よ
り
地
域

の
交
通
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
団
体
で
、
平
成
25
年
度
よ
り

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
交
通
安
全
施

設
の
寄
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
頂
き
ま
し
た
４
基

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、見
通
し
が

悪
く
交
通
事
故
が
発
生
す
る
可
能

性
の
高
い
場
所
に
設
置
し
、安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、大
切
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

交
通
安
全
施
設
を

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

幡多広域消費生活センター便り

相談は無料、秘密厳守です。安心してご相談ください。

【問い合わせ先】
幡多広域消費生活センター ☎ (34)6301（月～金 9時～12時/13時～17時　祝日・年末年始を除く）

（市）環境生活課 ☎（35）4147

詐欺の手口にご注意ください！
　悪徳業者はあの手この手を使って大切な財産を狙ってきます。従来の手口から、今どきの話題を盛り込んだ
手口までさまざまな内容があります。
　警戒心を忘れずに、少しでも怪しいと思ったら、迷わずお近くの消費生活窓口に相談するようにしてください。

●オレオレ詐欺
　息子や孫を装って「会社のお金を使い込んだ」「女性
を妊娠させた」「サラ金に借金をしてしまった」「交通
事故を起こしてしまった」などと言ってお金をだまし
取る手口。

「あなたの口座が悪用されている。新しいキャッシュ
カードを作るのでカードを預かります。暗証番号も替
えるので番号を教えて」と言われることも。
●架空請求詐欺
　「有料サイトを利用したのでお金を払え」「延滞料金
が発生している」などと架空の事実を口実として料金
を請求される手口。
●融資保証金詐欺
　融資を誘っておきながら融資を申し込んできた者
から保証金等を名目に現金をだまし取る手口。

●還付金等詐欺
　社会保険事務所の職員や自治体の職員等を名乗っ
て年金や税金、医療費などの還付手続きがあるかのよ
うに装ってＡＴＭから犯人口座へ振り込ませる手口。
●ロト６詐欺
　「事前に当選番号を教える」と言われ、情報料などと
称して現金をだまし取る手口。
●義援金名目詐欺
　震災などに便乗して義援金名目で現金などをだま
し取る手口。
●詐欺の二次被害
　詐欺被害の救済をかたって近づき、さらに別の株の
購入や手数料を求めてくる手口。

犬の登録と狂犬病予防注射のお願い
※室内だけで飼育されている場合も必要です。

　狂犬病予防法により、犬を飼っている方は、生後91日以上の犬の登録（生涯1回）の義務と、毎年1回の狂犬
病予防注射（4月～6月）を受けさせる義務があります。
このような場合は手続きが必要です。※新規登録、鑑札および注射済票の再交付には手数料が必要です。

　　登録の証明となる鑑札と、予防注射が済んだことの証明である注射済票は、必ず犬の首輪などにつけてください。
集合注射の地区別の実施日は広報3月号に掲載します。飼い主の方には案内文書を送ります。
　犬を飼っている方に3月中旬から4月上旬までに集合注射（4月～5月）の案内文書を送ります。文書が届か
ない方、犬を飼っていないのに文書が届いた方は下記までお問い合わせください。
※ペットについての苦情・相談が増えています。飼い主の方はペットのフンや鳴き声などで地域の方に迷惑
　をかけないよう適正に飼育するようにしてください。　　　動物の遺棄・虐待は犯罪です。
【手続き・問い合わせ先】（本庁）環境生活課　市民生活係　☎（35）4147　（総合支所）保健課　☎（52）1132

・子犬が産まれ生後90日を経過したとき　・未登録の犬を飼い始めたとき
・譲渡、飼い主の死亡などで飼い主が変わったとき　・飼い主の住所、名前（姓）が変わったとき
・他の市町村で登録した犬を四万十市で飼うことになったとき（転入）　　
・四万十市で登録した犬を他の市町村で飼うことになったとき（転出）　・飼っていた犬が死亡したとき
・鑑札の再交付を受けようとするとき　・注射済票の再交付を受けようとするとき

犬を飼っている皆さんへ
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寒
波
に
よ
る
水
道
管
の

凍
結
・
破
裂
に
ご
注
意
を
！

　
寒
波
の
影
響
で
気
温
が
下
が
る
と
、水
道
管

が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、破
裂
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、気
象
情
報

に
注
意
し
水
道
管
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、万
一
に
備
え
て
、自
宅
等
に
設
置
し
て

あ
る
メ
ー
タ
・
止
水
栓
の
位
置
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
特
に
凍
り
や
す
い
箇
所

　
・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　（
給
湯
器
、温
水
器
）

　
・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

　
・
北
向
き
で
日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
　
な
ど

●
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
・
水
道
管
に
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
切

　 

れ
を
巻
き
つ
け
る

　
・
蛇
口
か
ら
糸
状
に
水
を
出
し
て
お
く

●
凍
結
、破
裂
が
起
き
た
時
に
は

　
・
凍
結
し
た
場
合
は『
水
道
管
』に
タ
オ
ル
な

　 

ど
を
巻
き
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る（
熱
湯
は

　 

不
可
）

　
・
破
裂
し
た
場
合
は『
止
水
栓
』を
閉
め
、市

　 

指
定
水
道
業
者
に
連
絡
し
修
理
す
る（
自

　 

宅
等
敷
地
内
は
自
己
負
担
で
す
）

※

道
路
や
公
園
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
場

　
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　(

本
　
　
庁) 

上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
☎(

３
４)

１
７
１
１

　(

総
合
支
所) 

産
業
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎(

５
２)

１
１
１
１

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」全国統一防火標語

　この時期は、暖房器具やたき火など火気を使う機会が多くなり、また、空気が乾燥する日が続いて、火災

が発生しやすくなります。一人ひとりが火災予防の意識を高め、火災の発生を防ぎましょう。

住宅用火災警報器

警報器は、消防法により設置が義務付けられました。大切な家族の命や財産を守るために、必

ず設置してください。

【問い合わせ先】幡多中央消防組合　四万十消防署　☎（34）5881

問 

観
光
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

第
23
回
高
新
大
賞
に

　
　
　「
公
益
社
団
法
人
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
」が
選
ば
れ
ま
し
た
！

　
高
新
大
賞
は
、地
域
で
活
動
す
る
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、1
月
8
日
に
四
万
十
川
学

遊
館
に
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、公
益
財
団
法
人
高
知
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
よ
り
表
彰
状
と
副

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。常
務
理
事
の
杉
村
氏
は「
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
く
思
う
。

今
後
も
、人
が
手
を
加
え
る
こ
と
で
生
態
系
を
守
る
環
境
保
護
を
訴
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ボ
自
然
公
園
の
30
年
に
わ
た
る
環
境
保
護
活
動
の
歴
史
は
、四
万
十
川
学
遊
館
内

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。と
く
に
、本
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
展
示
パ
ネ
ル
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
や
長
い
歩
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、四
万
十
川
に
生
き
る
水
生
生
物
の
水
槽
展
示
、

楽
し
い
ク
イ
ズ
を
交
え
た
動
植
物
の
パ
ネ
ル
展
示
も
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、四
万
十
川

学
遊
館
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

四万十川学遊館での贈呈式

第23回高新大賞の表彰状
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お
知
ら
せ

平成28年度 公民館団体登録申請受付
　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定
期

的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上
に
貢
献

が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
充
た
す
団
体
に

つ
い
て
、登
録
し
、そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、公

民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う
え
、左

記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

提
出
書
類

　
（
1
）平
成
28
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体

　
　
　

登
録
申
請
書

　
（
2
）添
付
書
類

　
　
　
・
平
成
28
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　
　
・
会
員
名
簿

　
　
　
・
会
則
・
規
約
等（
※
定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限

　

3
月
4
日（
金
）　

※
期
限
厳
守

　　
「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・

提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ 

団
体
登

録
に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定
期

的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上
に
貢
献

が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
充
た
す
団
体
に

つ
い
て
、登
録
し
、そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、公

民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う
え
、左

記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

提
出
書
類

　
（
1
）平
成
28
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体

　
　
　

登
録
申
請
書

　
（
2
）添
付
書
類

　
　
　
・
平
成
28
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　
　
・
会
員
名
簿

　
　
　
・
会
則
・
規
約
等（
※
定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限

　

3
月
4
日（
金
）　

※
期
限
厳
守

　　
「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・

提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ 

団
体
登

録
に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

教
室
・
講
座

料理教室講座

働く婦人の家講座

【対　象】市内に居住または勤務する女性
【講　師】柏原　啓一　　　　　
【申込み方法】2月8日（月）～
　　　　　　本人に限り窓口・電話で受付  ※定員になり次第締め切り

【対　象】市内に居住または勤務する女性
【講　師】柏原　啓一　　　　　
【申込み方法】2月8日（月）～
　　　　　　本人に限り窓口・電話で受付  ※定員になり次第締め切り

　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
料
理
教
室
」

を
開
講
し
ま
す
。人
気
の「
イ
タ
リ
ア
ン
家
庭

料
理
」に
挑
戦
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

日　

時　

2
月
13
日（
土
）　

11
時
〜
14
時

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場　

所　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

野
菜
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ

　
　
　
　

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

講　

師　

宮
下　

千
里　
（
ま
ん
ま
・
み
や
）

対
象
者　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定　

員　

16
人

材
料
費　

千
円

用
意
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具
、タ
オ
ル

申
込
方
法

　

2
月
3
日（
水
）〜

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
料
理
教
室
」

を
開
講
し
ま
す
。人
気
の「
イ
タ
リ
ア
ン
家
庭

料
理
」に
挑
戦
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

日　

時　

2
月
13
日（
土
）　

11
時
〜
14
時

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場　

所　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

野
菜
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ

　
　
　
　

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

講　

師　

宮
下　

千
里　
（
ま
ん
ま
・
み
や
）

対
象
者　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定　

員　

16
人

材
料
費　

千
円

用
意
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具
、タ
オ
ル

申
込
方
法

　

2
月
3
日（
水
）〜

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

問 申
働く婦人の家　☎（34）6299
9時～ 17時15分（12時～ 13時、土・日・祝日を除く）

問 申
（市）人権啓発課　☎（35）1035
9時～ 17時15分（12時～ 13時、土・日・祝日を除く）

問 申
(市)教育委員会 生涯学習課（中央公民館内）
☎（34）7311　

絵手紙

（季節の

お便り）

2月23日、

3月1日

いずれも

火曜日

（全2回）

19時～

21時
12人

働く

婦人の家

2F

講習室Ａ

無料

次の中でお持ち

の物があればご

用意ください。

（絵具・画仙紙・古

タオル）

用意するもの受講料場所定員時間期日
項目

講座名

特殊詐欺にご注意ください！

特殊詐欺の予兆電話や被害の発
生が衰える気配はありません。

 手口 

○電話で「もうかる話」は詐欺
○「携帯電話持ってＡＴＭへ」
　は詐欺
○「医療費の払い戻しがある」
　は詐欺
○「名義貸しは違法、助けてあ
　げます」は詐欺
○「個人情報が漏れている、助
　けてあげます」は詐欺
○「レターパック、ゆうパック、
　宅配便で現金を送る」は詐欺
○「オレオレだと言って現金を
　要求する」は詐欺
○「老人ホームの入居権を譲る」
　は詐欺

　また、これから年度末にかけ
て、税金や医療費などの還付金
詐欺が多発しますので、十分に
注意してください。

 対策

　不審な電話があったら、一人
で判断せず、家族や警察などに
相談してください。

中村地区地域安全協会
（中村警察署内）

☎（34）0110

※講師の都合により日程が変更になることがあります。
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（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071
http://www.city.shimanto.lg.jp/city-office/info/c-board.cgi?cmd=ntr;tree=2171;id=#2171

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平成28年度市立学校体育施設
上半期利用申込受付 　

（
市
）教
育
委
員
会
で
は
、地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、市
内
小
中

学
校
体
育
施
設（
中
村
地
域
）の
夜
間
開
放
を
行
っ

て
い
ま
す
。利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、所
定

の
申
請
書
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
放
施
設

　

体
育
館
・
武
道
場
・
運
動
場

　

※
開
放
で
き
る
学
校
、曜
日
、時
間
帯
な
ど
に

　
　

つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　

平
成
28
年
4
月
上
旬
〜
9
月
30
日

受
付
期
間　

2
月
1
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
書
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
配
布
の　

　

ほ
か
、市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

安並運動公園内体育施設・具同体育
センター体育施設の年間使用予約受付　

平
成
28
年
度
、大
会
等
で
使
用
を
希
望
す

る
団
体
の
使
用
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

希
望
調
書
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、具

同
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
配
布
の
ほ
か
、市
H
P

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

施
設
名

　

安
並
運
動
公
園
内
体
育
施
設
・
具
同
体
育

　

セ
ン
タ
ー

予
約
期
間

　

平
成
28
年
４
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

受
付
期
間　

2
月
16
日（
火
）17
時
ま
で

調
整
会
議　

2
月
19
日（
金
）19
時
か
ら

　
　
　
　
　

市
立
武
道
館　

会
議
室

　

＊
各
団
体
か
ら
必
ず
1
人
出
席
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

平成28年度 「市民交通傷害保険」加入申込受付
　

新
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申
込

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。こ
の
保
険
は

1
年
契
約
で
す
の
で
、毎
年
申
込
が
必
要
で
す
。

保
険
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
午
前
０
時
〜

　

平
成
29
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
の
１
年
間

加
入
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
、本
市
に
住
民
登

　

録（
住
民
票
）の
あ
る
人

※
４
月
１
日
時
点
で
転
出
等
に
よ
り
住
民
登
録

　

を
喪
失
し
て
い
る
方
は
加
入
対
象
外
に
な
り

　

ま
す
。

※
一
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
個　

人
】

　

受　

付　

３
月
１
日（
火
）か
ら
随
時
受
付

　

掛
け
金
ほ
か

　
　

１
口
に
つ
き
７
２
０
円（
生
活
保
護
法
の
適

　
　

用
を
受
け
て
い
る
人
は
３
６
０
円
）

※
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
担
当
課
に
備
え
て
い
る

　

加
入
依
頼
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。印

　

鑑
が
必
要
で
す
。

【
団　

体
】

　

受　

付　

３
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）

　

掛
け
金
ほ
か

　
　

１
口
に
つ
き
６
９
０
円（
団
体
加
入
報
奨
金

　
　

30
円
が
相
殺
さ
れ
た
額
で
す
。生
活
保
護
法

　
　

の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
３
３
０
円
）

※
区
長
回
覧
の
団
体
加
入
依
頼
書
に
て
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。１
団
体
20
口
以
上
必
要
で
す
。

問 申

問 申

問 申

（市）教育委員会 生涯学習課 社会体育振興係　☎（34）2071
HP http://www.city.shimanto.lg.jp/kyouiku/sport/sisetu.html

問 申

（本　　庁）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147
（総合支所）地域企画課 地域振興係　☎（52）1111

催
　
し

第37回 春の合同展糖尿病予防に関する講演会
　

中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主
催
の
「
春
の
合

同
展
」を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。四
万

十
市
に
関
わ
り
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
展
示
会
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
、
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

搬　

入　

２
月
28
日（
日
）10
時
〜
16
時

会　

期　

３
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会　

場　

市
立
中
央
公
民
館

部　

門

　

華
道
、洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、短
歌
、川

　

柳
、俳
句
、工
芸
、手
工
芸
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

　

イ
ン

　

※

最
終
日
に
は
茶
席
も
用
意
し
ま
す
。

整
理
費　

１
０
０
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

教
室
・
講
座

糖
尿
病
予
防
は
歯
医
者
さ
ん
へ
の

　
　
　

定
期
通
院
か
ら
〜
健
口
か
ら
健
幸
へ
〜

　

糖
尿
病
と
歯
周
病
は
実
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ

り
ま
す
。歯
周
病
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
糖
尿
病
が
悪

化
す
る
し
、歯
周
病
が
良
く
な
れ
ば
血
糖
値
も
改

善
し
ま
す
。

　

歯
周
病
が
ひ
ど
く
、糖
尿
病
予
備
軍
だ
っ
た
医

師
自
身
の
体
験
を
と
お
し
て
、内
科
医
の
立
場
か

ら
お
口
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と（
健
口
）が
全
身
の

健
や
か
さ
と
幸
せ（
健
幸
）に
つ
な
が
る
お
話
し
を

し
て
く
れ
ま
す
。

日　

時　

２
月
21
日（
日
）9
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十　

2
階　

講　

師　

西
田　

亙

　
　
　
　
（
に
し
だ
わ
た
る
糖
尿
病
内
科　

院
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

2
月
６
日（
土
）

主　

催　

国
立
会（
高
知
県
国
立
大
学
歯
学
部
同
窓
会
）

にいや歯科医院　新谷泰司（具同2241-5）
☎（37）4182　FAX（37）6782

問
（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311
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四万十川こども演劇祭実行委員会(市立中央公民館内)
☎（34）7311

募
　
集

教
室
・
講
座

青少年健全育成講演会
～誰も加害者にも被害者にもならないために～　

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た「
地
域
の

教
育
力
」の
回
復
の
た
め
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
じ
め
や
非
行
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
相
談
し
や
す
い
一
番
身

近
な
大
人
の
い
る
家
庭
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日　

時

　

２
月
27
日（
土
）　

開
場
13
時  

開
演
13
時
30
分

場　

所　

市
立
中
央
公
民
館

演　

題

　
「
誰
も
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た

　

め
に
〜
子
ど
も
に
と
っ
て
の
家
庭
〜
」

講　

師

　

瀧
田 

信
之

　

 （
湘
南
D
V
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
）

参
加
料　

無
料

催
　
し

四万十川こども演劇祭2015
フェスティバル公演「ロはロボットのロ」　

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に
、マ
イ

ク
を
使
わ
な
い
生
の
歌
声
が

響
き
渡
り
ま
す
。た
く
さ
ん

の
キ
ャ
ス
ト
が
登
場
す
る
楽

し
い
舞
台
で
す
。親
子
で
、家

族
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日　

時

　

３
月
13
日（
日
）14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
）

場　

所　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

観
劇
料　

前
売
り
券
：
2
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
歳
か
ら
必
要
）

　
　
　
　

当 

日 

券
：
2
5
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
立
中
央
公
民
館
・
市
立
図
書
館
・
市
立
文
化

　

セ
ン
タ
ー
・
西
土
佐
教
育
分
室
・
図
書
館
西
土

　

佐
分
館
・
中
村
こ
ど
も
劇
場

サイクルトレインで行く「花野」編
参加者募集中！ 　

自
転
車
で「
体
力
と
脚
力
」を
…

　

研
修
で「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」を
…
！

対　

象

　

自
転
車
に
乗
れ
る
小
学
２
年
生
以
上
の
市
民

　

の
方

交　

通

　
（
利
用
列
車
）土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
（
使
用
自
転
車
）原
則
持
ち
込
み

日　

程

　

２
月
21
日（
日
）　

雨
天
中
止
。

　

判
断
は
当
日
の
午
前
７
時
に
行
い
ま
す
。

　
　

９
時　

受
付　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

　
　

９
時
〜
10
時　

鉄
道
の
裏
話

　
　

10
時
7
分
〜
10
時
27
分

　
　
　

列
車
移
動（
中
村
駅
発
〜
平
田
駅
着
）

　
　

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

　
　
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ（
平
田
駅
〜
延
光
寺
）

　
　

11
時
20
分
〜
11
時
45
分　

延
光
寺
参
拝

　
　

11
時
50
分
〜
12
時
30
分

　
　
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ（
延
光
寺
〜
天
下
茶
屋
）

　
　

12
時
30
分
〜
13
時
10
分　

昼
食　

天
下
茶
屋

　
　

13
時
10
分
〜
14
時
30
分

　
　
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ（
天
下
茶
屋
〜
有
岡
駅
）

　
　

14
時
51
分
〜
15
時
4
分

　
　
　

列
車
移
動（
有
岡
駅
発
〜
中
村
駅
着
）

　
　

15
時
4
分　

解
散

参
加
料

　

5
0
0
円

　

中
学
生
以
上
は
１
０
０
０
円（
当
日
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
）

定　

員　

20
人（
先
着
）

申
込
期
限　

２
月
15
日（
月
）17
時
15
分
ま
で

昼　

食

　

自
由　

※
希
望
者
は
別
途
7
0
0
円
で
昼
食

　

の
受
付
を
し
ま
す
。

※
自
転
車
は
手
入
れ
を
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飲
み
も
の
・
タ
オ
ル
・
合
羽
等
は
各
自
で
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

問 申

問
青少年健全育成四万十市民会議事務局（市生涯学習課内）
☎（34）7311

問 申

（市）教育委員会 生涯学習課 社会体育振興係
☎（34）2071

催
　
し

四万十川流域観光物産展
　

四
万
十
川
沿
い
の
四
万

十
市
・
四
万
十
町
・
中
土
佐

町
・
津
野
町
・
梼
原
町
、そ
し

て
2
0
1
6
奥
四
万
十
博

の
開
催
エ
リ
ア
の
１
つ
須
崎

市
を
加
え
た
６
市
町
の
味

自
慢
の
品
が
大
集
合
。ぜ

ひ
、四
万
十
川
流
域
の
特
産

品
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
1
0
0
名
に
特
産
品
を
使
っ
た
ま
か
な
い

　

が
振
る
ま
わ
れ
ま
す
。

日　

時　

２
月
20
日（
土
）10
時
〜
15
時

場　

所

　

道
の
駅
み
ま（
愛
媛
県
宇
和
島
市
三
間
町
）

出
品
物

　

天
然
鮎
の
塩
焼
き
、具
だ
く
さ
ん
豚
ま
ん
、キ

　

ジ
汁
、つ
の
や
ま
牛
す
じ
焼
き
そ
ば
、七
面
鳥
串

　

焼
き
、鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン 

な
ど

催
　
し

土佐中村一條太鼓
第23回定期演奏会　

今
回
で
23
回
目
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
、今
年

も
一
年
の
活
動
の
総
決
算
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ

さ
い
。

日　

時　

２
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

開
場　

13
時

　
　
　
　

開
演　

13
時
30
分

場　

所　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

整
理
券
5
0
0
円

　
　
　
　

※
中
学
生
以
下
は
無
料

問
土佐中村一條太鼓（池本）
☎090（4508）2826

問
四万十川流域市町村観光振興連絡会 事務局（市観光課）
☎（34）1783
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お
知
ら
せ

自衛官等採用試験（予備自衛官補）
【
予
備
自
衛
官
補
一
般
・
技
能
】

【
身
分
】非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

【
受
験
資
格
】

　
（
一
般
）18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
（
技
能
）18
歳
以
上
53
〜
55
歳
未
満

　
　
　
　
（
資
格
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
技
能
公
募
に
つ
い
て
は
、各
種
資
格
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
。下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
】

　
（
一
般
）筆
記
試
験（
国
語
、数
学
、理
科
、社
会
、英
語

　

お
よ
び
作
文
）、口
述
試
験
、適
性
検
査
、身
体
検
査

　
（
技
能
）筆
記
試
験（
小
論
文
）、口
述
試
験
、適
性
検
査

　

お
よ
び
身
体
検
査

【
試
験
日
】

　

４
月
15
日（
金
）〜
19
日（
火
）の
内
指
定
す
る
１
日

【
受
付
期
間
】４
月
８
日（
金
）ま
で

【
待
遇
等
】

 　

日
額
7
9
0
0
円（
教
育
訓
練
参
加
日
数
分
支
給
）

　

自
宅
か
ら
訓
練
実
施
駐
屯
地
ま
で
の
交
通
費
を
支
給

　

し
ま
す
。

募
　
集

平成28年度（一般入試）
県立中村高等技術学校 訓練生募集

願書受付期間　2月1日（月）～ 19日（金）
試験日　2月26日（金）
試験科目　適性試験、面接
合格発表　3月2日（水）
※遠隔地者には寮（男性）もあります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

防衛省　自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所
☎（35）3096

問

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課　
☎（52）1111

2月19日（金）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

2月25日（木）
JA高知はた本所 

3階
農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋
四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋

四万十川との合流点から
4kｍ付近

左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地
左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地

河口から13.4ｋｍ付近

河口から5ｋｍ付近河口から5ｋｍ付近

左岸　四万十市有岡字沖前1431番の1地先
右岸　四万十市九樹字カゲヒラ1485番の1地先

*①は、四万十川右岸・中筋川左右両岸が範囲
*③④は、中筋川左右両岸が範囲

⑩

⑨
⑥

②

④ ③

①

⑦

⑧

⑤

坂折橋

秋田橋

岩田川

後川橋

佐岡橋

中村大橋

四万十大橋

楠島大橋楠島大橋

中筋川
四万十川

渡川大橋

四万十川橋
（赤鉄橋）
四万十川橋
（赤鉄橋）

河口R321

山
路
橋

坂
本
橋

森
沢
川

江
ノ
村
大
橋

土
居
大
橋

荒
川
川

国
見
川

後
川

磯
ノ
川
川

九
樹
橋

古津賀川古津賀川

　住民の皆さんと連携しながら、河川愛護思想の普及啓発および河川の適正な維持管理に協力してもらうことを
目的に、河川愛護モニターを募集します。
応募資格
　満20歳以上で、活動範囲の近隣に居住する人
募集人員
　活動範囲ごとに各1人（応募者多数の場合は選考）
任　　期
　平成28年4月1日～平成29年3月31日まで
手　　当
　月額　2,800円（交通通信費含む）
応募方法　
　必要事項を官製はがき・ファクスまたはEメールに
記入の上、3月1日（火）までに送付してください。

▽必要事項
　・活動範囲（①から⑩の数字で記入）
　 希望区間が複数ある場合には、第3希望まで記載。
　・氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話番号、
　 職業、応募理由や河川に対する思いを100字程度
　 にまとめ記述してください。　

【問い合わせ・申込先】
　〒787-0015　四万十市右山2033-14
　国土交通省中村河川国道事務所　河川管理課　鍵元
　☎（34）7309　FAX（34）2674　Ｅメールアドレス s k r - n a k a m a 5 2@m l i t . g o . j p

平成28年度  河川愛護モニター募集平成28年度  河川愛護モニター募集平成28年度  河川愛護モニター募集

問 申
県立中村高等技術学校（具同5179）
☎（37）2723
HP http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

募集訓練科 定員

10人

10人

訓練期間応募資格

2年

2年

木造建築科

左官・
タイル
施工科

中学校卒業以上（平成
28年3月卒業見込み
の人を含む）で、平成
28年4月1日現在39歳
以下の人

中学校卒業以上（平成
28年3月卒業見込み
の人を含む）で、平成
28年4月1日現在39歳
以下の人
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人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く130130

　
「
人
権
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
、

も
う
一
度
私
自
身
に
問
い
直
し
て
い

ま
す
。
人
権
だ
と
銘
を
打
て
ば
全
て
、

１
＋
１
＝
２
と
万
人
が
納
得
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ど
う

や
ら
そ
れ
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
、

ま
た
改
め
て
気
付
か
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。

　
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
12
月
16
日
、

最
高
裁
は
人
権
問
題
に
二
つ
の
判
決

を
下
し
ま
し
た
。
画
期
的
と
も
い
え

る
し
、
未
解
決
の
ま
ま
だ
と
も
評
価

で
き
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
「
女
性
に
だ
け
再
婚
を
６

ヵ
月
禁
じ
た
民
法
の
規
定
は
憲
法
違

反
だ
」
と
い
う
も
の
で
す
。
百
日
を

超
え
る
禁
止
は
、
子
の
父
の
推
定
が

重
複
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
必
要

で
は
な
く
過
剰
な
制
約
」
で
あ
り
、

直
ち
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
だ
と
断
定

し
て
い
ま
す
。
現
代
の
科
学
で
は
、

子
ど
も
の
父
親
が
誰
で
あ
る
か
は

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
）
直
ち
に
解
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
の
現
実

を
踏
ま
え
た
判
決
だ
と
大
半
の
人
が

納
得
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
判
決
は
、
夫
婦
別
姓

の
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
「
一

家
の
中
で
夫
婦
別
姓
は
ま
か
り
な
ら

な
い
」
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
少
子
化
の
進
行
す
る
現
在
、
年
頃

の
子
ど
も
の
結
婚
は
、
長
男
・
長
女

同
士
で
結
ば
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ

の
際
い
ず
れ
の
姓
を
名
乗
る
か
は
今

ま
で
も
自
由
で
あ
り
、
制
約
は
な
い

は
ず
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際

に
は
、
男
性
の
苗
字
を
名
乗
る
こ
と

が
多
い
（
96
％
）
と
き
き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
で
も
い
い
と
い
わ
れ
な
が

ら
こ
れ
で
は
女
性
側
の
家
族
に
多
く

の
不
満
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
別
姓

の
ま
ま
で
家
庭
を
営
む
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
結
婚
に
よ
っ
て
の
権
利
侵
害

は
な
く
な
る
の
だ
と
、
訴
え
た
裁
判

で
し
た
。
そ
の
結
果
、
訴
え
は
退
け

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
も
、

判
決
に
当
た
っ
て
は
裁
判
官
全
員
の

意
志
で
は
な
く
、
全
15
人
中
５
人
も

の
反
対
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
人
権
問
題
は
多
数
決
で
は
な
い

は
ず
で
す
か
ら
、
判
決
へ
の
不
満
は

解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
の
人
達
が
残
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
プ
ロ
の
裁
判
官

で
さ
え
、
賛
否
両
論
あ
る
苗
字
で
の

人
権
は
、
国
や
社
会
が
一
方
的
に
決

め
て
し
ま
え
る
問
題
で
は
な
い
と
、

（
女
の
子
し
か
育
て
ら
れ
な
か
っ
た

私
も
）
以
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
い
さ
さ
か
失
望
で
し
た
。

　
市
民
一
人
一
人
が
、
自
分
の
こ
と

と
し
て
真
剣
に
問
い
か
け
な
が
ら
決

め
た
人
権
問
題
を
、
保
障
し
て
く
れ

る
国
や
社
会
の
在
り
方
を
願
う
こ
と

は
問
題
あ
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

幡多地区林業就業相談会
林業に就業したい方、関心のある方を対象に、林業事業体や林業関係団
体の担当者が個別面談によりお応えします。お気軽にご参加ください。

日　時　3月5日（土）　13時～15時30分（受付締切15時）
場　所　市立文化センター
参加費　無料

【問い合わせ先】
　(公財)高知県山村林業振興基金  高知県林業労働力確保支援センター
　☎0887（57）0366

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
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「みんなでドッヂを
　すると楽しいな」

【絵画の部】 【標語の部】

・市長賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

◎今月より平成27年度に開催した「人権絵画標語展」の入賞作品を毎月紹介します。

（中村南小学校2年）

・市長賞

（東山小学校6年）

変わりたい
　見ているだけの
　　自分から

藤本　迦音 さん

ふじもと かのん 豊永　大空 くん

とよなが そら

問い合わせ・申込先

SHIMANTO            RIVER SIDE
         FULL            WALK
SHIMANTO            RIVER SIDE
         FULL            WALK

■ ボランティアスタッフ募集
全国からおいでいただく参加者とふれあい、大会を支えていただくスタッフを募集します。

あなたも全国からの参加者と一緒に、四万十川沿いを歩きながら春を満喫しませんか。

日　　程　4月2日（土）・3日（日）　
　　　　　※参加は1日だけでも、2日間でもかまいません。
対 象 者　高校生以上　※18歳未満の方は保護者の承諾書が必要。
募集人数　先着40人
募集締切　2月29日（月）17時まで
業務内容　参加者の受付等運営補助
申込方法　電話でお申し込みください

四万十川リバーサイドフルウォーク2016

四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

※パンフレットは市役所1階ロビーにもあります。ご遠方の方はご請求ください。

日　時

4月2日（土）
9時出発

4月3日（日）
8時出発

コース名
ごり※
あかめ※
くじら
あゆ※
ふじ

てながえび
かわせみ

距離
10km
16km
29km
17km
19km
23km
30km

日　　程   4月2日（土）・3日（日） 雨天決行
集合場所   市民スポーツセンター
参 加 料　一般：2,000円　高校生以下：1,000円 
　　　　　1日参加でも2日参加でも同額です。
　　　　　※印のコースは、市内在住の人のみ無料で参加できます。
昼　　食　1食600円
申込期限　2月29日（月）

■ 参加者募集

　
高
知
県
出
身
で
県
の
観
光
特
使
も
務
め
ら
れ
て
い
る
歌
手

の
三
山
ひ
ろ
し
さ
ん
が
、こ
の
た
び
新
曲「
四
万
十
川
」を
リ

リ
ー
ス
す
る
こ
と
と
な
り
、
12
月
に
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
の
撮
影
と

あ
わ
せ
て
市
役

所
に
も
あ
い
さ

つ
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
昨

年

末

の

N
H
K
紅
白
歌

合
戦
出
場
に
続

き
、
本
市
に
縁

の
あ
る
新
曲

「
四
万
十
川
」と

と
も
に
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

三
山
ひ
ろ
し
さ
ん

新
曲「
四
万
十
川
」発
表
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